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平 成 9年 4月 に 開 設 し た 文 化 財 調 査 事 務 所 は 、 平 成 18年 度

末 を も っ て 最 初 の 10年 を 積 み 重 ね ま し た 。 こ の 間 、 私 た ち を

取 り巻 く社 会 環 境 は 、 規 制 緩 和 や 国 か ら地 方 公 共 団 体 へ の 権 限

委 譲 な ど 、 加 速 度 を 増 し て 変 化 し て い ま す 。 文 化 財 保 護 行 政 も

発 掘 調 査 の 積 算 標 準 、 埋 蔵 文 化 財 調 査 の 標 準 や 出 土 品 の 取 り扱

い な ど に つ い て 、 わ か りや す い 基 準 を 作 成 し、 実 施 に 努 め て き

ま し た 。

ま た 文 化 財 調 査 事 務 所 で は 、 過 去 10年 間 に 延 べ 721件 の 発

掘 調 査 を 実 施 し ま し た 。 こ の う ち 継 続 的 に 実 施 し て い る 蔀 屋 北

遺 跡 の 発 掘 調 査 で は 、 百 済 系 渡 来 人 が 深 く 関 わ っ た 古 墳 時 代 の

「 牧 」 様 子 が 明 ら か と な っ て き て い ま す 。 ま た 、 加 納 ・ 平 石 古

墳 群 の 発 掘 調 査 で は 、 古 代 の 人 び と が 描 い た 終 末 期 古 墳 の 壮 大

な 設 計 を 知 る こ と が で き ま し た 。 日 々 の 地 道 な 発 掘 調 査 の 実 施

に よ り、 こ の よ う な 調 査 の 成 果 が 積 み 重 ね られ て 来 て い ま す 。

今 年 度 、 文 化 財 調 査 事 務 所 は 、 次 の 10年 へ 向 け て の 新 た な

一 歩 を 踏 み 出 し ま す 。 こ れ ま で 以 上 に 文 化 財 の 保 存 と活 用 に 努

め て 参 り ま す の で 、 な お 一 層 の ご 協 力 と ご 支 援 を賜 り ま す よ う

お 願 い い た し ま す 。

平 成 19年 11月

大 阪 府 教 育 委 員 会 事 務 局

文 化 財 保 護 課 長  冨 尾 昌 秀



例     言

1.本書は、大阪府教育委員会文化財調査事務所年報第■冊である。

2.本書には、本府教育委員会が実施した平成18年度の発掘調査及び普及啓発活動等の記録を記載してい

る。

3.埋蔵文化財調査の中の主要なものについては、その概要報告を掲載した。各概要報告の表題に示す数字

列及び番号は以下の内容を示している。

なお、概要報告表題の調査番号は第 3。 4表の調査番号と一致する。

遺跡名 (平成18年度調査番号)

(1)所在地

(2)調査の原因となった事業

(3)調査担当者

4.各項の執筆分担は次のとおりである。

「平成18年度における埋蔵文化財調査の概況」     調査管理グループ 玉井 功
「主要発掘調査の概要報告」             調査第一 。ニグループ

「資料紹介」                    調査第一グループ

「平成18年度普及啓発・広報事業及び資料」      調査管理グループ
「平成18年度大阪府教育委員会文化財保護課刊行物一覧」 調査管理グループ

「平成18年度資料の貸出・掲載・閲覧事業一覧」    調査管理グループ
「平成18年度文化財保護課・文化財調査事務所組織図」 調査管理グループ

5。 本書の編集は、調査管理グループが行った。

6.本書は500部作成し、一部あたりの単価は365円である。
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平成 18年度における埋蔵文化財調査の概況

18年度の調査面積と件数

大阪府教育委員会が18年度に調査を実施した件数

は発掘調査20件、試掘調査13件、確認調査13件、立

会調査22件の合計68件であった。遺物整理事業は12

件あり、報告書や概要報告書を刊行したのは12冊で

あった。一般向けにはブックレット2「修羅」を刊

行した。

立会調査や遺物整理事業は調査面積を算出するこ

とが出来ないので、それらを除く発掘調査、試掘調

査、確認調査の面積を合計すると31,525∬ となる。

この調査面積は調査事務所を開設した平成8年から

の統計を見ると最も少ない数字である。昨年17年度

から見ると540/。 にしかならない。

発掘調査件数が昨年度は31件であったのが今年度

は20件に大幅に減少している。17年度に事業者と覚

書を交わしたのは79件で18年度は68件であり、 1割
以上減少した。 1件あたりの面積を比較すると、17

年度は921∬で、18年度は685ど となる。1件あたり

の手間は変わらないので非常に効率の悪い調査を強

いられたことになる。

事業者別に見ていくと住宅関係は17年度が 7件

15,453ポ であったのが、18年度は15件 14,730ご とな

り、面積はあまり変わらないのに件数の増加が見ら

れる。これは一件あたりの調査面積が半分になった

ことを示す。

農林関係は17年度が9件で9,068だ であったのが、

18年度は 4件 1,970∬ となった。面積は大幅に減小

した。一件あたりの調査面積は1,007∬ から492∬ と

約半数にまで減少したことになる。

道路関係は17年度が33件 12,712だであったもの

が、18年度は22件7,468だ となった。一件あたりの

面積は385だ から339ポ とほぼ同面積であるが、調査

件数が大幅に減少したことが際立っている。

下水関係は17年度が9件 8,174ポ 、18年度が5件

2,181だ となった。調査面積が 4分の 1に なった。

河川関係は 2件9,063∬ から2件3,883∬ となった。

1件あたりの調査面積は4,500だから1,941ど と半数

にまで落ち込んだ。

住宅関係を除き軒並み調査面積の減少が見られ、

大阪府関係の公共事業だけを調査しているため、大

阪府の施策を如実に反映しているといえる。

地域別に見ると調査面積は地域による面積の違い

が顕著に出ている。軒並み減少しているなかで17年

度から18年度に調査面積が増加しているのは中河内

地域と泉南地域である。泉南地域は住宅建設や道路

整備が実施されたためで、中河内地域は公園整備、

道路整備、水道事業によるものである。北河内地域

が17年度の20,923だから18年度は13,252ポ と幸うじ

て調査面積を保っているのは蔀屋北遺跡のなわて水

環境保全センターの調査が収束に向かっているなか

で、住宅建設の招提中町遺跡が調査面積を維持して

いるためである。

大阪府の財政状況から各事業者の予算が絞られた

ことにより、1件あたりの調査面積が小さくなった。

調査面積が小さくなったために調査にかかる手間隙

は多くなり、作業効率は大幅に悪くなっている。ま

第 1表 原因別調査種別表
8年度 9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度

面積 件数 面積 件数 面積 件数 面積 件齊 面積 件数 面積 件数 面積 件数 面積 牛薮 面積 件数 面積 件数 面積 件数

住  宅 16.30Z 26.271 1 11,34( 12,522 1 13,817 15,45〔 14,73C 1

農  期 1153∈ 1548盪 1502( 9,242 1 13,31 15.25( 12,441 10.30[ 6 9,06〔 4

道  路 8,87C 14,07沼 9,59( 1 1 1 4,25C 1100g 1142C 12,71を

下  亦 7 4.35〔 5,06( 9 22,69〔 1684C 13,017 13,15C 7

河  川 9 2,351 53C 3 1.38〔 14C 1.59[ 4 5.204 5 3.38C

高  校 7 1 1 3 1 14Z 9 809

その犯 207 7 3,94C 66〔 2.046 9,22( 9 2,00( 745 2,793 1 126C

合  副 36842 54131 57,78乏 年4,035 52,18C ≫4721 7 38.507 52,38[ 7C 54、29乏 58.072 31、52C

*面積は言である
第 2表 地域別調査面積・件数一覧表

8年度 9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度

面積 件数 面積 件類 面積 件数 面積 件数 面積 件数 面積 件数 面積 件数 面積 牛郵 面積 件数 面積 件数 面積 件数

大 阪 市 6 572 4 0 188( 130Z 258 23[ 6 245

柔  倖 9,88乏 1 5,20( 8,638 1 5,72C 45C 8,971 4,782

泉 引t 6,76( 7 15,359 8 5,92乏 1 3,531 8 834 5,04C 1 3,897 7,357 1 46こ

萄河 広 2,69互 8 20144 26,17〔 9,324 1 11,45( 19,747 1 1 14,25C 8,38[ 16,433 1 4,94乏 1

■河広 2,09〔 6.676 665 3.385 1 3,319 887 9

北河広 4,664 3,738 9 794[ 1 10,39C 16,263 1766Z 1573C 1806Z 9 ≧0,92C 1 1325乏 千

三   g 2,16〔 4 1,523 5,77〔 1062( 8 6,572 5,957 1 1406〔 8 11,287 6,67ラ

豊  含t 3.647 5,24( 6,026 1 317 1 1 360

合  計 36,84〔 54,131 57,78( 52,18〔 54,721 7 3850ラ 52,385 5429握 58,072 3152〔

*面積 は面である
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た、年度により調査件数や要調査面積が大きく増減

するのも問題がある。毎年、調査件数や面積が一定

していることが望ましい。調査技師の定数が大幅に

減少しているので、今後調査を効率よくスムーズに

実施していくために、関係者との調整をより厳格に

していく必要がある。

主な調査

調査結果については各報告をお読みいただければ

幸です。ここでは特質すべきものだけを記述してお

きたい。

蔀屋北遺跡の調査は収束に向かっているが、今回

の調査でも古墳時代の遺構がたくさん検出されてい

る。F地区の古墳時代中期大溝からは韓式系土器、

陶質土器をはじめ鉄器、木製農具、石製品が出土し

ているが、なかでも漆塗り木製鞍は丁寧な造りで鞍

の制作方法を復元するためにも、また、この地の河

内馬飼い集団の解明のためにも重要な遺物となる

う。

林遺跡では5世紀の埴輪を使用した 7世紀の埋葬

施設が検出されたほか、高塚古墳の西端の基底部が

みつかった。かつて道路建設で削平され実態が不明

であった高塚古墳の一端が明らかになる可能性があ

る。

これまで遺跡外でその全貌が不明であった桜井駅

跡の調査が実施された。縄文時代から弥生時代中期、

古墳時代前期の遺物や遺構が検出されている。中世

では屋敷跡が見つかっている。

府中遺跡では縄文時代中期末の土器が多く出土

し、泉地域の縄文時代の様相を解明するのに必要な

資料である。

大阪市西区江之子島の調査では明治から大正にか

けて、大阪府庁や大阪府工業奨励館として活用され

た建物跡が調査された。明治時代のレンガ基礎や大

正時代の地下室などが検出された。基礎部分ではあ

るが、数少ない近代建築の調査として重要である。

グラフ1 原因別調査面積の推移

島泉南遺跡では幅 lm全長 10m以上の古墳時代
中期の溝が検出され、狭い範囲に完形の上器が集中

して集積していた。古市古墳群と百舌J島古墳群の中

間地点でこのような遺構が見つかった意義は大き

帝ゝ。

普及広報等について

調査事務所で発掘調査 。遺物整理報告書作成とと

もに大きな柱となるのが普及広報等である。そのう

ち資料展示は泉北考古資料館や府庁別館のロビー展

示など限られた場所での展示となっている。それで

も、泉北考古資料館では常設展以外に、速報展 1回、

企画展示 2回、優品展 5回の合計 8回の展示を行っ

た。府庁別館ロビー展示は 1階と8階に展示ケース

を設置しているが、それぞれ一階では 2回と8階で

は 3回の展示替えをおこなった。

大阪府内市町専門職員や一般の方にも開放してい

る大阪府埋蔵文化財研究会は (財)大阪府文化財セ
ンターと共催で調査事務所講義室を使用して 2回実

施した。また、職員によるスライド検討会は年に10

回実施している。発掘調査における現地説明会は 3

回実施し、延べ1,280名 の参加者を得た。博物館実

習は立命館大学の学生を受け入れて 5日 間おこなっ

たほか、他施設の実習生を一日受け入れての講義も

実施した。

出土遺物の長期貸し出しは国立歴史民俗博物館や

九州国立博物館を含め20施設に及ぶ。短期貸し出し

は大阪府立弥生文化博物館や近つ飛鳥博物館、狭山

池博物館の 3館は勿論のこと滋賀県立安土城博物館

など大阪府内外の博物館等に貸 し出しをおこなっ

た。出版物への写真掲載等では全国に向けの雑誌や

新聞、専門書をはじめ、地域広報誌など幅広いメデ

アからの申し込みがあり、総数60件に及んだ。大阪

府の調査が注目されている証でもあり、誇れる文化

財を数多く保有している証型でもある。

資料閲覧は80件に上った。閲覧者は海外からも

グラフ2 地域別調査面積の推移
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あって、内訳は韓国の研究所から6回、韓国の大学  の須恵器や蔀屋北遺跡の韓式系土器、大阪府内出土
から2回、韓国と中国の博物館からそれぞれ1回ず  の埴輪や墨書土器、木器、石器、瓦などあらゆる分
つ閲覧者が茶所している。国内からは京都大学をは 野にわたっている。大阪府の出土資料は府内の7箇
じめ近畿の各大学や、国立歴史民俗博物館や栃木県  所に分散収蔵しているが、これからも多くの方に閲
立博物館など遠方からの閲覧もあった。閲覧の対象  覧していただけるよう努力していきたい。
遺物は国重要文化財に指定された陶邑古窯跡群出土

第 3表 平成18年度調査箇所一覧表 (1)
調査番号 遺跡名 所在地 種別 調査開始 調査終了 調査面積 担当者 事業課 事業名

06001 柔原遺跡 (その 2) 茨木市桑原 階掘 17年度か ら継続 平成18年 5月 31日 3,883ド
河川室

ダム砂防課
安威川ダム建設事業

06002 第屋北遺跡 F コ條畷市蔀屋・砂 発掘 17年度から継続 平成18年 9月 8日 2,000ド 岡 田 下水道課
凄屋川流域下水道
なわて水環境保全センター

06003 召提中町遺跡 枚方市東牧野町 階掘 17年度か ら継続 平成21年 1月 31日 11,056浦 奥
住宅経営室

住宅整備課
任営枚方東牧野住宅建替え

06004 罰木遺跡 松原市北新町 灌認 平成18年 4月 20日 平成18年 6月 16日 967コド 螂
関
交通道路室

街路課
耶市計画道路堺港大堀線

06005 畳跡外 岸和田市大町 二会 平成18年 4月 14日 平成18年 4月 14日
口

林

西

上
住宅経営室

住宅整備課
行営岸和田大町住宅ガス管埋設

06006 ミ禅寺遺跡 大阪市東淀川区 立会 平成18年 4月 20日 平成18年 4月 20日 辻本
住宅経営窒

住宅管理課
存営業禅寺住宅エレベーター設置工事

06007 氏和川今池遺跡 陰原市天美西 7丁 目 賠掘 平成18年 6月 23日 平成18年 8月 28日 117浦 杉本 下水道課
大和川流域下水道事業今池水みらいセシ
ター内

06008 大町遺跡 岸和国市大町 確認 〒成18年 5月 22日 平成18年 5月 25日 20浦 上林
住宅経営室
住宅整備課

任営岸和田大町住宅内幹線道路

06009 沐遺跡・国府遺跡 際井寺市沢田 3丁 目・国府 1丁 目 階掘 平成18年 6月 13日 平成19年 3月 30日 20m下 小山田
交通道路室

交通政策課
界大和高田線交差点改良工事

06010 蛍井駅跡 鳥本町桜井 1丁 目 諧掘
平成 18年 3月 13日

(17年度か ら継続 )
平成19年 3月 27日 800mド ―瀬

交通道路室

交通対策課
一般府道桜井駅線自歩道整備事業

06011 重跡外 (呉竹遺跡 ) 東大阪市下小阪 4-2 成掘 平成18年 7月 3日 平成18年 7月 5日 50席
瀬

川
一
小
府警本部
施設課

大阪府布施警察署改築工事

06012 畳跡外 交野市私部西 4丁 目 演掘 平成18年 9月 21日 平成18年 9月 21日 7席 辻本
交通道路室
道路整備課

―般国道168号線 (都市計画道路枚方大
旧高田線、天の川磐船線)道路改良工率

06013 屈遺跡 (その 3) yAN原
市天美南 5丁 目 階掘 子成18年 6月 16日 平成19年 3月 13日 1,788下 地 村

交通道路室

衝路課
邸市計画道路堺港大堀線

06014 〒石遺跡 河南町平石 発掘 平成19年 6月 19日 平成18年 12月 22日 1.950活 枡本
農政室
整備課

中山間地域総合整備事業「南河内こごせ

也区」

置跡外
藤井寺市春日丘 1丁目
羽曳野市高驚 3丁目

試掘 平成18年 4月 13日 平成18年 4月 13日 40輌汗 橋本 都市再生機構 S日 丘団地建替事業

苺松田遺跡 泉佐野市東羽倉崎 発掘 平成18年 7月 3日 平成18年 10月 31日 1 520輌汗 藤沢
住宅経営室住

宅整備課
行営泉佐野羽倉崎住宅建替え

06017
「
中遺跡 和泉市府中他 発掘 平成18年 11月 1日 平成19年 3月 23日 960浦 関

交通道路室街

路課
邪市計画道路和泉中央線整備事業

訴金岡皿池遺跡 堺市東区新金岡町 4丁 2番 確認 平成18年 4月 7日 平成18年 6月 13日 20ド 橋本 住宅供給公社 色岡東 H団地建替え

06019 置跡外 能勢町地黄 試掘 平成18年 7月 10日 平成18年 7月 11日 50爾 辻本
交通道路室道

路整備課
一般国道477東郷バイパス整備工亭

06020 歴屋遺跡 口條畷市雁屋北町 立会 平成18年 7月 14日 平成18年 7月 14日 辻本
教育委員会施

設課
四條畷高校多目的ホール埋設管布設工事

句泉寺跡 界市南二国丘町 立会 平成18年 7月 13日 平成18年 7月 13日 西 日
教育委員会高

校改革課
大阪府立三国丘高校増築電気設備工事

自跡外 界市堺区速里小野町～香ヶ町 試掘 平成18年 6月 9日 平成18年 7月 13日 250席 橋本
阪神高速道路

硼
大阪府道高速大和川線

ヨ尻遺跡 ヨ尻町吉見 確認 平成18年 7月 25日 平成18年 7月 26日 18活 関
交通遭路室交

通政策課
一般府道新家日尻線歩道設置工幸

占川・ ミクリ遺跡 苛槻市西町他 発掘 平成18年 3月 2日 平成19年 3月 31日 1,580浦 井西
交通道路室街

路課
都市計画道路富田目垣線整備事業

06025 案郷・萱振遺跡 八尾市緑ヶ丘 1丁 目～光町 2丁 目 発掘 平成18年 3月 9日 平成18年 8月 9日 70浦 一瀬
水道部東部水
道事業所

配水管布設及び給水施設受託工事

06026 入宝寺遺跡 八尾市神武町 立会 平成18年 7月 31日 平成18年 7月 31日 ―瀬 下水道課 寝屋川流域下水道中央南増補幹線

06027 と跡外 史木市西福井 試掘 〒成18年 7月 27日 平成18年 7月 27日 8帯 岩瀬 住宅整備課 府営茨木西福井住宅建替え

自跡外 火田市千里古江台 試掘 〒成18年 7月 23日 平成18年 7月 28日 20謂 岩瀬 住宅整備課 府営千里古江台住宅建替え

目跡外 手口市寺方本町 試掘 F成 18年 7月 31日 平成18年 7月 31日 20活 岩瀬 住宅整備課 府営守日寺方住宅建替え

色跡外 東大阪市島之内 試掘
「
成18年 8月 3日 〒成18年 8月 4日 120爾 岩瀬 住宅整備課 府営東大阪島之肉住宅建替え

k町遺跡 幸和田市大町 発掘 子成18年 8月 28日 平成19年 3月 2日 1.326下 上林 住宅整備課 府営岸和国大町住宅建替え

06032 烏園・上小阪遺跡 棄大阪市上小阪 4丁 目 立会 平成18年 3月 29日 平成18年 3月 29日 ―瀬
水道部東部オ
道事業所

配水管布設工事
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第 4表 平成18年度調査箇所一覧表 (2)
逮跡名 所在地 種別 調査開始 調査終了 調査面積 担当者 事業課 事業名

06033 と田部遺跡 笥槻市上田部町 立会 〒成18年 9月 15日 平成18年 11月 13日 一瀬
水道部北部水

道事業所
配水管布設工事

06034 入宝寺遺跡 八尾市神武町 発掘 〒成18年 10月 5日 平成19年 3月 30日 900席 ―瀬
水道部東部水

道事業所
配水管布設工事

資良郡条里遺跡 奏屋川市本町 確認 子成18年 10月 2日 〒成18年 10月 3日 24浦 辻本 教委施設課 寝屋川高校校舎建替え

顆訪遺跡 大阪市城東区 立会 平成18年 9月 19日 平成18年 9月 19日 辻本
教委高校改革

課
成城高校検舎建替え

06037 自跡外 大阪市西区 試掘 平成18年 10月 16日 平成18年 12月 25日 120コ百 辻本
商工振興室もの

づくり支援課

旧大阪府立産業技術研究所大阪本所土蝦

改良工事

06038
郭屋北遺跡 D・ F管

郎
日條畷市蔀屋・砂 発掘 平成18年 11月 13日 平成19年 1月 10日 64浦 岡 田 下水道課 よわて水みらいセンター建設

06039 自跡外 岸和田市三ヶ山町 試掘 平成18年 10月 30日 平成18年 10月 30日 450浦 藤沢
交通道路室道

路整備課
一般府遭春木岸和田線道路改良工事

06040 k作・中国遺跡 八尾市高見町 立会 平成18年 11月 9日 平成18年 12月 19日 ―瀬
交通道路室交
通対策課

へ尾道明寺線交通安全施設整備事業

06041 災宝寺遺跡 八尾市久宝寺 立会 平成18年 8月 22日 平成18年 3月 22日 ―瀬
交通道路室交

通対策課
大阪港八尾線交通安全施設整備事業

06042 災宝寺遺跡 八尾市久宝寺 発掘 平成18年 11月 10日 平成19年 3月 27日 85浦 ―瀬 公園課
久宝寺緑地東地区陸上競技場北側便所新
築

06043 缶岡遺跡 堺市金岡町 立会 平成18年 11月 8日 平成18年‖月8日 西 口 農政室整備課 色岡地区寺池改修工事

06044 J賀・萱振遺跡 八尾市新家町 3丁 目 立会 平成18年 10月 17日 平成18年 10月 20日 ―瀬 下水道課 東部流域下水道管理情報通信

中穂積遺跡 茨本市中穂積町 確認 平成18年 11月 14日 平成18年 11月 14日 1浦 総務部税務課
三島府民センター駐車場内自家発電機ユ

置工事

伸宮寺遺跡 八尾市神宮寺 3丁 目 立会 平成18年 11月 16日 平成18年 11月 16日 教委施設課 八尾翠翔高校内エレベーター設置工事

九頭神廃寺 枚方市東牧野町 進認 平成18年 11月 20日 平成18年 11月 21日 40浦 岩瀬
住宅経営室住

宅企画課
行営枚方東牧野住宅建替え

重跡外 門真市千石西町 武掘 平成18年 11月 27日 平成18年 11月 28日 40コド 岩瀬
住宅経営室住

宅企画課
任営門真千石住宅建替え

06049 J城廃寺 河南町大字山城 灌認 平成18年 12月 5日 平成18年 12月 7日 12ポ 小山田 農政室整備課 荷営ため池整備事業 (山城新池 )

IE屋遺跡 限條畷市雁屋北町 二会 平成18年 11月 14日 平成18年 11月 14日 辻本 教委施設課 日條畷高校電気埋管設置工事

06051 里日旭遺跡 交野市星田 避認 平成18年 11月 29日 平成18年 12月 1日 8浦 辻本 農政室整備課 荷営ため池整備事業 (星日新池 )

06052 残西遺跡 堺市堺区中安井町3丁 踏掘 平成18年 11月 27日 平成18年 11月 30日 15席 西 口 税務室税政課 泉北府税事務所エレベーター設置工事

06053 」屋敷遺跡 枚方市山田池公園 立会 平成18年 12月 4日 平成16年 12月 4日 辻本 公園課 lI田池公園公衆 トイレ建設

瓜生堂遺跡 東大阪市若江新町 2丁 目 二会 平成18年 12月 11日 平成19年 1月 10日
河川室河川整

備課
第二寝屋川堤防天端整備工事

06055 郡戸遺跡 羽曳野市郡戸 膳認 平成18年 12月 13日 平成18年 12月 14日 8謂 小山口
交通道路室道

路整備課
美原太子線周辺整備工事

06056 車塚吉墳群 交野市南野 立会 平成19年 12月 18日 平成18年 12月 18日 辻本 教委施設課 交野高校エレベーター設置工事

06057 和泉寺跡 m泉市府中町 4丁 目 確認 平成19年 1月 9日 平成19年 2月 16日 160浦 藤 沢
交通道路室街

路課
耶市計画道路大阪岸和田南海線整備事業

島泉南遺跡 日曳野市高鷲 時掘 平成19年 1月 15日 平成19年 2月 8日 40浦 小山田
交通道路室交

通対策課

一般府道島泉伊賀線交通安全施設等整備
事業

06059 高月寺跡 よ岡町高月南 2丁 目 確認 平成19年 1月 18日 平成19年 1月 13日 ユｍ 西 日 忠岡町 事務所新築工事

06060 貝塚寺内町還跡 ミ塚市西町～脇浜 立会 平成19年 1月 23日 平成19年 3月 19日 IA本
交通道路室衰

通対策課
(府 )堺阪南線歩道設置工事

06061 千里丘遺跡 景津市千里丘 1丁 目 発掘 平成19年 2月 5日 平成19年 3月 14日 170請
電通道路室笹

客課
(都 )千里丘三島線道路改良事業

06062 東郷遺跡 ぺ尾市本町 1丁 目 立会 平成19年 1月 23日 平成19年 2月 1日 ―瀬
吏通道路室衰

邑対策課
大阪港八尾線電線共同溝事業

06063 桜
井駅跡・西国衛

道
三島郡島本町桜井 1丁 目 殆掘 平成19年 1月 13日 平成19年 3月 27日 100請 ―瀬

交通道路室交

通対策課
(府 )桜井駅線自歩道整備工事

06064 遺跡外 k阪市平野区長吉出戸 1丁 目 立会 平成19年 2月 8日 平成19年 2月 9日 阿部 主宅管理課 符営長吉住宅エレベーター設置工事

06065 雁屋遺跡 日條畷市雁屋北町 立会 平成19年 2月 5日 平成19年 3月 23日 辻本 孜委施設課 ]條畷高校環境整備工事

06066 中野北遺跡 三日林市粟ヶ池町 立会 平成19年 2月 22日 平成19年 2月 22日 小山田
交通道路室衛
路課

主要地方道美原太子線 (粟 ヶ池工区)道
路整備工事

06067 賓威城跡他 史木市安威 2丁 目他 進認 平成19年 3月 8日 平成19年 3月 10日 100席
交通遭路室遣

路整備課
主要地方茨木亀岡線道路整備工事

06068 遺跡外 え田市芝田町 試掘 平成19年 3月 28日 平成19年 3月 28日 8請 橋 本 渋道運輸機構 吹田 (信 )基盤整備事業
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《大阪湾》

第 1図 調査位置図
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や屋賜一部 跡 (F調査区)(o6002・ 06038)

(1)四條畷市蔀屋・砂

(2)なわて水みらいセンター建設

(3)岡田 賢

はじめに

なわて水みらいセンター建設に伴う蔀屋北遺跡の

調査は、水処理施設 (A・ B・ C調査区)、 ポンプ棟・

沈砂地棟 (D調査区)、 急速ろ過池 (E調査区)の
建設予定地が、平成13年度から順次行われ、弥生時

代から近世にかけての複合遺跡であることが判明し

ている。特に古墳時代中 。後期の遺構面は「河内の

馬飼」との関連を想定させる遺構、遺物 (馬埋納土

坑、馬骨、木製輪鐙など)を 中心に、竪穴住居跡、

掘立柱建物跡、井戸、土坑、溝などが谷状の地形を

挟んで複数の遺構群を形成しており、これによって

当該期の集落跡の構成要素や時期的な変遷が明らか

になりつつある。

F調査区は、管理・送風機棟建設に伴うもので、
D調査区とE調査区の中間、またB調査区とC調査

区の西側にあたる。調査は平成17年 9月 に開始し、

平成18年 9月 まで行われた。便宜的に調査区北半部

分をF-1区 、南半部分をF-2調 査区、D調査区
との菅廊部分をF-3区 として行った。平成18年度
中は古墳時代の遺構面を調査し、古墳時代中期およ

び同後期の遺構面を確認した。

F調査区古墳時代遺構面の調査成果

第13遺構面は古墳時代中・後期の遺構面である

(第 4図 )。 調査区を南東―北西方向の対角線上に微

高地があり、竪穴住居跡や掘立柱建物跡などが多数

検出された。その西側は大きく落ち込む谷地形とな

り、中期には南東―北西方向に直線的に伸びる溝 (大

溝)カミ開削されていた。これはE調査区で検出され

た「大溝」の延長部分で、北西に真直ぐのび、試掘

H地区でもその一部が検出されている。

後期には大溝は埋没し、微高地とは比高差 1～ 1.5

mの浅い谷地形になる (谷 1)。 後期の間に徐々に

谷 1は埋没し7～ 8世紀には完全に埋没すると共に

集落自体も廃絶する。

一方北側にはD調査区から続く浅い谷地形が中期
～後期にかけて存在するが (谷 2)、 中期段階では

平坦地で井戸や土坑が検出されたのに対し、後期に

は小規模ながら水田畦畔が検出された。集落間の狭

小な低地で水田経営を行っていたことが明らかに

なった。

中期に属する主要遺構としては、竪穴住居跡10棟、

掘立柱建物 3棟以上、井戸 5基などがある。竪穴住

居跡は平面形が一辺 4m前後の隅丸方形で、東壁や
北壁などに造り付け電をもつ。主軸は東ないしは北

にとるものが多い。掘立柱建物跡は今後ピットの再

検討で増える可能性が高いが竪穴住居跡とはやや軸

の向きが異なるようである。本調査区の井戸からは、

船材転用枠は検出されていない。この他、鳥足紋を

施した陶質土器が検出された土坑などがある。これ

ら中期の遺構群は概ね中期前半頃 (TK216型式期)

から小数の竪穴住居跡などがみられるが、数的に多

くなるのは中期後半～末 (TK23～ 47型式期)であり、

他の調査区と同様の傾向を示す。

後期に属する主要遺構としては、竪穴住居跡 8等

以上、掘立柱建物跡 5棟以上、井戸 1基などを検出

している。竪穴住居跡は一辺が7m前後と中期に比

第 2図  F調査区全景 (北から)
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第3図 漆塗木製鞍出土状況



べて大きくなり、軸をやや西に振っている。竪穴住

居跡のほとんどは後期中葉～後半ないしは末頃

(TK10～ TK43型式期)に属し、掘立柱建物跡や井戸、

先述した水田畦畔の所属時期についても同様であ

る。F調査区は、 D調査区と同様に、後期段階でも

竪穴住居跡が主体の集落構成である点で、A～ C調

査区やE調査区とは集落の様相が異なっているとみ

られる。

集落域の西側には中期段階に大溝が開削されてお

り、須恵器、土師器のほか韓式系土器や陶質土器な

どの上器類をはじめ、刀子などの鉄器、農工具など

の木製品、玉類、石製品、鹿角製品など多種多様な

遺物が出土している。中でも大溝中層 (TK208型式

期)か ら出土した漆塗木製鞍は、過去出土している

輪鐙、錬轡とあわせ、主要な馬具が集落遺跡から出

土した稀有な例として特筆すべきものである (第 3

図)。 鞍は後輪で幅約47cm、 高さ約24cmで、外面は

金属製鞍の磯金具を模倣 しており精巧な作りであ

る。内側は突帯を削り出している。このタイプは近

畿地方では類例が数例あり、居木の取付方法を復元

する上で重要な例となろう。

平成13年度から行われてきた蔀屋北遺跡の調査

は、F調査区をもって、今後予定されている小規模
な調査をのぞいて主要な調査は終了したことにな

る。馬飼集団の集落の様相、朝鮮半島との関係など

の本遺跡に関わる各要素は、新たな知見を加えなが

ら明らかにされていくことになる。

脇
瑚
沢
Ｙ

第 4図 蔀屋北遺跡 F調査区全体図
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しょだいなかまち

招提中町遺跡 (o5007・ 06003)

(1)枚方市東牧野町地内

(2)府営枚方牧野東住宅建替え

(3)横田 明・奥 和之

はじめに

今回の調査は、平成 17・ 18年度の 2箇年度にわた

り実施した。調査地区は、遺跡範囲の西側、中央よ

り西にあたり、調査面積は、約11,056∬ を測る。検

出した遺構の時期は、古墳時代前期、平安時代、中

世のほぼ 3時期に分かれる。

古墳時代前期の遺構 古墳時代前期と推定される主
な遺構は、竪穴住居跡、土坑、焼土坑、溝などである。

検出した竪穴住居跡は8棟で、これらは規模、形

状等においてバラェティに富んでいる。住居跡は、

平面形で隅丸方形に近い形を呈し、特に住居 1と住

居 3の 2棟は、多くのものが一辺 5m前後であるの
に対 し、 2棟の住居跡は一辺が7.5m前後を測 り、

ずば抜けて規模が大きい。住居跡外側には幅3m前
後離れ、住居を取り巻くように方形に近い溝を巡ら

せている。出上した遺物は、普通の住居から出土し

たものとほとんど変わりがなく、遺物からは階層差

は認められない。

また、住居 1の壁溝には、平面・断面観察の結果、

幅約20cm、 厚さ2 cm前後の板状の痕跡が認められた。

このことから、住居は平地式に近く、壁溝内に垂直

に板を貼った後に周庭帯に土砂を盛り、住居の壁を

作っていたものと推定している。

平安時代の遺構 平安時代の主な遺構は建物で、 2
棟検出した。建物と建物の間は約■Omと離れて検

出したことから、調査区内では散村という風景を醸

し出している。

その中で調査地区の北西側で検出した建物 2は、

2間 (約3.3m)× 2間 (約3.3m)の総柱建物で、
東側に庇が付く。柱穴は隅丸方形に近い。建物に庇

が付くということなどから、倉庫というよりも住居

に使用されたものと考えている。柱文内からは、黒

色土器の小片が出上している。

中世の遺構 中世の遺構は、建物 1棟、柱穴群、土
坑などである。その中で調査地区の東北側で検出し

た建物 1は、 2間 (約4.Om)× 3間 (約5,Om)を

測る。周辺には、中世の遺構が検出されなかったこ

とや、建物の規模が小さいことから、住居ではなく

作業小屋に近いものと考えている。

まとめ

これまで調査を行った招提中町遺跡の遺構の分布

状況から、今回の調査区での遺構の密度は全体的に

薄く、点在している。その中で古墳時代前期の遺構

は、最も多く、北東に行くに従い少なくなる傾向を

示している。また、遺構密度が少なくなる地点周辺

に大型住居が築かれている傾向が認められる。

平成10。 ■年度に調査を行った、調査地区の南側

では前述した時期の遺構と共に、弥生時代中期、飛

鳥時代の遺構が検出されている。しかし、今回の調

査では、その時代の遺構が全く検出されず、これら

の時期の遺構はこの地区までは及んでいないことが

確認された。

第 6図 住居2(北より)

第 5図 住居 1(西より) 第 7図 建物 2(西より)
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迫退
ぎ木
坐
局 跡 (o6004)

(1)松原市北新町 4丁 目地内他

(2)者 市ヽ計画道路堺港大堀線整備事業

(3)地村邦夫 。関 真一

本調査は、都市計画道路堺港大堀線整備事業に伴

う確認調査である。道路新設予定区域に■ケ所の ト

レンチを設定し、調査を実施した。

調査の結果

煩雑になるのを避けるため、大きく西部 (1、 2

トレンチ)、 中央部 (3～ 5ト レンチ)、 東部 (6～

11ト レンチ)に分けて概略を述べる。
1、 2ト レンチ

1、 2ト レンチは流川左岸に設定した調査区であ

る。現地表面のレベルは1ト レンチがToP,+■ .6m

前後、 2ト レンチがT,P.+12.4～ 12.5mで ある。 2
トレンチの方が約 lm高いが、調査の結果すべて近
年の盛土であることが判明した。

両 トレンチともT.P。 +■ .lm前後で中世もしく
はそれ以前の自然河川であると考えられる砂礫層を

検出した。砂礫層の厚 さは、薄いところで0.6m、

厚いところでは lm以上ある。 トレンチの幅が狭い
ため、流れの方向は不明だが、河川の肩が検出され

ていないことや地山面を削りこむ河川の痕跡から考

えると、蛇行しながらほぼ東から西に流れていた可

能性が考えられる。

3～ 5ト レンチ

3～ 5ト レンチは流川右岸に設定した調査区であ

る。現地表面のレベルは 3、 4ト レンチがT,P,十

12.2m、 5ト レンチがT.P.+12.5mで ある。

遺構面は2面確認した。第 1面は灰黄褐色土上面

である。検出レベルはT.P.+■ .9～ 12.Omで ある。

本面では幅0。 2～ 0.3m、 深さ0.2m程度の小規模な

溝を多く検出した。溝の方向は南北方向のものが多

く、1.8～2,Om間隔で並んでいる部分も確認した。

おそらく耕作に伴う溝と考えられる。時期は断定で

きないものの、中世後半～近世と考えられる。第 2

面は地山面である褐灰色砂質土上面である。本面の

レベルイよ3、  4ト レンチでT,P,+11,9-12.Om、  5
トレンチ東端でT.P,+11.5mで あり、東へ行くほど

徐々に低くなることが明らかになった。本面で検出

した遺構は溝、ピット、土坑などである。 トレンチ
の幅が狭いため、ピットの並びは確認できなかった

が、集落が営まれていた可能性が高い。これらの遺

構の多くは奈良時代のものと考えられる。

6～ 11ト レンチ

西除川左岸に設定した調査区である。現地表面の

レベルは 6、  7 トレンチでT.P.+12.9～ 13.Om、
10、 11ト レンチでT.P.+13.4～ 13。 7mと 西除川に向

かい次第に高くなる。

6～ 11ト レンチの間は西除川の旧流路もしくは氾

濫原にあたる。特に10、 11ト レンチは砂礫層の厚い

堆積や砂礫とシル トの互層が確認された。一方、西

除川からやや離れた 6～ 9ト レンチではT,P.+12.2

m付近で近世の砂礫層に覆われた灰色粘土層を確認
した。この灰色粘土層上面の一部では、畦畔や畝か

と思われる凹凸が確認されており、中世の遺構面で

ある可能性が考えられた。

まとめ

調査の結果、 1～ 9ト レンチで遺構、遺物を検出
した。特に3～ 5ト レンチ周辺は西除川、流川の影

響が少ない安定した区域であり、奈良時代の集落が

営まれていた可能性が高い。

第 8図 調査区位置図 (S=1/7,500)

第 9図  3ト レンチ (西から)
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やま と がわいまいけ

大和川今池遺跡 (o6007)

(1)松原市天美西 7丁 目地内

(2)今池水みらいセンター内建設工事 (焼却炉棟)

(3)杉本清美

大和川今池遺跡は、松原市天美西、堺市北区常磐

町、大阪市住吉区庭井に跨って所在する遺跡である。

昭和52年に今池処理場 (現今池水みらいセンター)

の建設工事に先立つ試掘調査で確認され、以降今池

処理場内の建設工事や大和川高水敷整備事業などに

伴い発掘調査が実施されている。これまでの調査で、

奈良時代の「難波宮」朱雀大路の南延伸上となる「難

波大道」が確認されたほか、古墳時代の集落跡や生

産遺跡がみつかるなど、旧石器時代から連綿と続く

遺跡であることが明らかとなっている。

今回の調査は、今池水みらいセンター内の施設建

設工事で、焼却炉棟建設に伴う発掘調査である。平

成17年度に焼却炉棟の東部 (3区)について調査を

実施したが、西側に既存の道路があり、埋管が布設

されていることから、調査区周縁に矢板を打設した

後、調査区 (4区)を設置し調査を実施することと

なった。調査面積は、118ドである。

4区は、昭和54年度に発掘調査を実施した第 5調

査区の北側に位置し、平成 8年度に実施した第 2地

区の東側に近接する。現地盤 (T,P,+13.Om)か ら

層厚 4mの盛土及び旧耕上を機械で除去した後、人
力で遺構面の確認に努めた。第 1面では、南北方向

のスキ溝を検出した。包含層からは瓦質羽釜や東播

系片口鉢、瓦器椀、瓦片などが出土した。第 2面で

は、耕作面が数層重なっており、南北方向のスキ溝

と畦畔が確認できた。第 3面では、昨年度実施の 3

区から伸びる東西方向の溝や浅い不定形土坑がみら

れた。上坑内から、須恵器杯身、杯蓋、高杯、奏や

土師器高郭、甕体部片などの細片が出土した。さら

に、下層では平成 8年度に実施した第 2地区に続く

とみられる旧河川跡を確認することができた。黄褐

色砂および細砂が約 lmの厚さで堆積していた。遺
物は出土しなかった。

今回の調査では、連綿と重なる耕作土跡、不定形

土坑と溝などのほか、時期は不確定であるが、旧河

川跡を確認することができた。比較的遺構が希薄な

地帯であったが、近接した地点で古墳時代の集落城

や中世の瓦が土坑内から大量に出土するなどの成果

がみられることから、大和川今池遺跡内における歴

史的 。地理的環境を復元する上での資料になるもの

と思われる。

第10図 大和川今池遺跡調査区位置図

第11図 大和川今池遺跡 3・ 4区全景
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こ  う

林遺跡 。国府遺跡 (o6009)

(1)藤井寺市沢田 3丁 目。国府 1丁 目

(2)主要地方道堺大和高田線交差点改良工事

(3)小山田宏一

|よ じめに

平成18年度は、暫定歩道・車道の設置にともない

移設される水道・下水道の引き込み線部の調査を実

施した。調査区は6箇所、いずれも小面積で、 1～
5区が林遺跡、調査 6区が国府遺跡になる。

調査成果

遺構は 1・ 3区で検出した。 1区は旧耕土を除去

し地山面で溝、柱穴、土坑を検出した。性格や年代

は不明。 3区は地山面で、埴輪片を敷き床をつくる

7世紀の埋葬施設を検出した。全長 (推定)2.6m、

幅0.6m。 埴輪は 5世紀前葉の円筒埴輪だが、施設

の年代は頭部付近と推定される南端に副葬されてい

た須恵器 (高杯と脚台を打ち欠く長頸壺)の型式か

ら7世紀と判断した。

3区から4・ 5区にかけては、道路盛土下に粘土

混じりの砂礫土の高まりを確認した。 3区 と4区の

比高は約 2m。 3区が1950年代後半に堺大和高田線

敷設工事で削平された高塚山古墳の西裾付近にあた

り、東に続く砂礫土の高まりは古墳の基底部になろ

T P 30m

T P 29m

う。調査区が狭く砂礫土が地山なのか盛土なのか結

論は出せなかったが、 5区東自転車置場 (現市営駐
輪場)の調査で地山の標高が約28mを測ることから、

頂部標高が約30mに達する砂礫土は基底部の盛土と

半J断される。

まとめ

高塚山古墳の基底部を確認した。本線の調査では

墳形・規模等が確定できるものと期待する。

lm

|

第13図 埴輪を敷いた埋葬施設第12図 調査地点位置図

第14図 調査地点の地形断面図
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さくら モ` えきあと

桜井駅跡 (o5025・ 06010)

(1)島本町桜井 1丁 目地内

(2)一般府道桜井駅跡線自歩道・主要地方道西京高槻線歩道整備工事

(3)一瀬和夫・岡田 賢

大阪府三島郡島本町桜井 1丁 目に所在する桜井駅

跡・楠木正成伝承地に南接して」R線の新駅が設置
される。それに伴い、阪急京都線水無瀬駅と連絡す

る一般府道の自歩道整備工事計画が持ち上がった。

これを受けて本府教育委員会は平成17年度上半期に

試掘調査を実施し、遺跡が東側に拡がることが判明

し、現在、その発掘調査を行っている (東西区)。

これに併行して平成18年度下半期には、都市計画

道路桜井駅跡線 (駅前広場)整備用地に東接して南
北にはしる西国街道でもある主要地方道の歩道整備

工事予定地の西側拡幅部も調査した (南北区)。

東西区では、東端で弥生第Ⅱ様式の壷形土器を合

む溝や周溝状の遺構、下で黒灰色粘質シル トの縄文

土器包合層を確認した。中央から東端にかけて、弥

生第Ⅲ oⅣ様式の上坑 。落ち込み・溝を、さらに、

庄内・布留期の壼・甕形土器を含んだ溝や整地層な

ど。そして、同軸の 5世紀後半から6世紀前半の炭

化物層を含む溝や掘立柱建物も検出した。

さて、 8世紀以降の古代は重層的な耕作層が東西

区で見られ、古代の上器は主に西半に分布する。酸

化面をもつ多少の起伏がある8世紀後半の面から上

層は水平に積み重なる一連の堆積が

あり、それらは13～ 15世紀を中心と

している。このことから、中世期に

至って安定した耕作面が広く獲得さ

れたことが分かる。

東西区からすれば西端に位置する

南北区は、下部が中世面に削平され

るが、当該期で 2面が確認でき、南

北柱列と東西溝を検出した。北側の

島本町教育委員会が検出した中世屋

敷地が広がることが判明した。

こうした所見のうち、特に注目で

きるのは、桜井駅跡関連の遺構であ

る。東西区全域に及ぶ束西南北の小

溝はN7° E方向が多く、また南北

区においては同方向の掘立柱列を検

出しており、相互的に関連していた

ことを示す。すなわち、史跡指定地

を中心にした中世遺構・遺物が濃密

な場所が特に限定でき、その境は東

西区の西端あたりとなる。また、南

北区はT,P.10.5m前後が中世主要面となり、遺物出

土の集中とともに、掘立柱建物・石組み井戸などの

屋敷地に伴うであろう遺構が分布する。これに対し

て、東側がT.P。 10.lmへ と一段下がった平坦面と

なっており、終始、小溝を伴った耕作地となる。

この境を屋敷地東辺として考え、北側を見ると、

遺構面が平成18年度の島本町教育委員会の調査で史

跡指定地をこえるところで下がることが分かり、こ

れを北限とすることができる。南側は島本町立歴史

文化資料館用地から現況周囲が一段下がることから

南限となり、南北方向に180× 120mの範囲の屋敷地

が想定できる。

一方、東西区で検出した小溝群を伴った整地層は

調査区東端まで途切れないことから、史跡桜井駅跡

から東方にある南北に流れる高川までが耕作地の最

小区画となる。川はこれより北側250m程で大きく

屈曲することから、これが生産域をも囲む区画の北

東隅にあたるとすれば、550× 310mの南北方向の長

方形の外域区画が存在することになる。

そうした区画の存在が、今回の調査では考えられ

るようになった。

ド くミ

ク“げ孟茶恙手煮手城赤√→ハ

『夷

第15図 桜井駅跡調査区と周辺の遺跡
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堀遺跡 (o6013)

(1)松原市天美南 5丁目地内

(2)都市計画道路堺港大堀線整備事業

(3)地村邦夫

|よ じめに

昨年度に引き続き、都市計画道路堺港大堀線整備

事業に伴う調査を実施した。調査区は三ケ所あり、

西側をA区、東側をB区 とした。

A区の調査

第 1面 本面は近世の遺構面である。レベルは
T,P.+13.2mで ある。自然河川、溝、土坑を検出し

た。自然河川は本面から第 3面まで確認されており、

各遺構面で土手状の高まりも検出していることか

ら、一時的な流れではなく、中世から近世に至る西

除川の旧流路のひとつと考えられる。

第 2面  本面は中世の遺構面である。レベルは
T.P.+12.8mで ある。自然河川を検出した。

第 3面 本面は中世の遺構面である。レベルは
T.P,+12.6mで ある。自然河川、井戸、溝を検出し

た。井戸からは瓦器椀や土師器羽釜が出土した。

第 4面 本面は奈良時代～平安時代の遺構面であ
る。レベルはT.P.+12.Omで ある。畦畔と鋤溝、
足跡を検出した。

B区の調査

第 1面 本面は近世の遺構面である。レベルはT.
P.+13.lmで ある。井戸、溝、土坑を検出した。溝

には幅 2～ 3m程度の大規模なものが 3条 あった。
近世の用水路と考えられる。

第 2面 本面は中世の遺構面である。 レベルは
T.P.+12,7～ 12.9mで ある。遺構はほとんど検出さ

れなかったが、おそらく水田面と考えられる。

第 3面 本面は中世の遺構面である。 レベルは
T.P.+12.6～ 12.8mで ある。畦畔、鋤溝、足跡を検

出した。鋤溝はすべて南北方向であった。

第 4面 本面は中世の遺構面である。レベルは
T,P,+12.3～ 12.6mで ある。畦畔、鋤溝、足跡を検

出した。鋤溝はすべて南北方向であった。

第 5面  本面は中世の遺構面である。レベルは
T.P.+12.2～ 12.5mで ある。畦畔、鋤溝、足跡を検

出した。本面のベース土は粗砂と礫を多く含む黒色

土であり、客土と考えられる。中世における当地の

本格的な再開発を示すものと考えられる。

第 6面 本面は奈良時代後半～平安時代前期の遺構
面である。レベルはT.P.+11,9～ 12.lmで ある。井

戸、ピット、畦畔、溝を検出した。井戸は方形に木

枠が組まれたもので、埋土から奈良時代の土器が多

く出土した他、堀方から神功開質 1点が出上した。

井戸、ピットはいずれも清に切られており、平安時

代前期に調査区域全面が水田にされたようだ。

第 7面 本面は奈良時代の遺構面である。レベルは
T.P,+■ .8～ 12.Omで ある。ピット、畦畔を検出し

た。遺構の分布から調査区西半部が水田域、東半部

が集落域であったと考えられる。ピットは平面形が

方形で、一辺0.5m前後のものが多いが、中には一

辺 lm前後の大形のものもあった。
第 8面 本面は奈良時代の遺構面である。レベルは
T.P,+11.6～ 11.8mで ある。溝、道路状遺構、足跡

を検出した。

まとめ

今年度の調査では、奈良時代に集落と水田が営ま

れたこと、中世に再度水田が開発されたこと、近世

末に集落域が本地周辺に広がったことを確認するこ

とができた。

第17図  B区 〔北半部〕第8面 (東から)
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ひらいし

平石遺跡 (o6014)

(1)河南町平石

(2)中山間地域総合整備事業「南河内こごせ地区」

(3)枡本 哲

今回は、標題の事業に伴う最後の調査である。調  とみられる。しかし近代に至っては重機を使用して
査区は平石遺跡の西限に接し、ここで平石谷は大き  さらに広く平らかな棚田が築かれたため、出土遺物
く蛇行して、対岸はツカマリ古墳が築かれる尾根に  より推測される時期の遺構はその際の削平によって
面する。昭和50年代半ばのグリーンロード敷設の際  ほとんど消滅し去ったようである。
に東側の山塊から断ち切られて、独立したような尾

根先端の平端部をなしているが、本来は東側の「菖

蒲谷」山の西尾根の斜面地にあたる。事業により削

り取られる予定の部分を中心に4箇所の調査区を設

けた。いずれの地点でも現在の棚田の基礎となる旧

い造成に伴う堆積土を確認し、それらの土層より計

1箱分の縄文・弥生・飛′亀奈良・鎌倉 。近世などの

摩滅した土器片や石器 (石鏃・石匙など)・ サヌカ

イト片が出上した。遺構としては焼土を合む小土坑

があるが、一部にサヌカイト片を含んでいた以外出

土遺物はない。

昨年度の調査結果 (『平石遺跡発掘調査概要・ I』 )

にも触れたように、14世紀中頃の北朝側の焼き討ち

以後、平石地区は活発に棚田造成が行われて現在の

景観が整えられた。平石谷左岸一帯が標高200m附

近まで耕地拡張の対象となったのもそれ以降のこと 第18図 調査区配置図

多

ゴ瀧

ミ瓜:浮
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第19図 平石谷遺跡分布図
才かfな三分
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やす まつ だ

安松田遺跡 (o6016)

(1)泉佐野市東羽倉崎

(2)府営泉佐野羽倉崎住宅建替え

(3)藤澤員依

住宅経営室住宅整備課からの依頼により平成18年

7月 3日 ～10月 31日 に発掘調査を行った。調査対象

範囲は東西120m、 南北延長約80mの範囲である。

1区機械室等200∬・ 2区集会所80∬ 。3区住棟部

分1,240∬ 、合計1,520∬ を調査した。

基本層序は、住宅建設時盛±0.3m、 旧耕作±0.15

m、 床±0.05mで地山の黄色粘土となる。 1区では

黄色粘土上面で黒褐色粘土を埋土とする溝を 1条検

出した。 2区では旧水田地割による段を検出した。

3区では、 2区と同様の旧水田の段と土坑を30数基

検出した。埋上の状況からは掘削後しばらく放置さ

れたり、複数同時に埋められたりしていることが判

る。土坑墓等の可能性は低く、粘土採掘土坑と考え

られる。土坑は水田地割を意識しており、旧水田形

成後の掘削と考えられるため、旧水田の開始時期が

何時になるかで土坑の掘削時期も大きく動くものと

考えられる。遺物は旧石器時代と考えられる剥片 1

点と数片の土師器や瓦器片と近世から現代までの陶

磁器片が少数出土しただけである。遺物総量はコン

テナに 1箱である。

第20図 調査地位置図

焦
第21図 調査区配置図

第22図  3区遺構平面図
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妨中ぶ府 遺跡 (o6017)

(1)和泉市肥子町・府中町

(2)都市計画道路和泉中央線整備事業

(3)関 真一

はじめに

今回の調査地は、」R阪和線和泉府中駅の南側に位

置し、線路をはさんだ東西両側である。東側を I区、

西側をⅡ区と呼称し、 I区から調査を実施した。調
査面積は計960∬である。

これまで当調査地周辺で実施された発掘調査で

は、縄文時代後期の遺物や弥生時代中期の方形周溝

墓、弥生時代後期から古墳時代前期にかけての河川

などが確認されている。

調査の成果

I区は現代の盛土を除去すると、近現代の耕作土

が現れる。耕作土中からは須恵器や瓦器の小破片が

少量出土している。これを除去すると調査区一面を

覆う砂礫層が認められた。砂礫層は一度に堆積した

ものではなく、複数回に及ぶ流水により形成された

と観察できる。この砂礫層中から、調査区北西部で

ほぼ完形の小型丸底壷が 1点出土している。

掘削を進めると、調査区東側を南北方向に流れる

自然河川が確認され、それを埋没させた土砂の影響

により、調査区内では東側が高く西側が低い様相を

呈した。各層は主に砂質シル トで形成され、下層に

なると砂礫の割合が多くなる。この砂質シル トを掘

削する中で、炭集積や土器溜りを検出した。

土器溜 りは調査区南西部と南東部で認められた。

出土した土器は主に縄文時代中期末の波状口縁の深

鉢で複数固体出土している。最も残りのよい個体は、

日縁部の約半分が残存し、同一団体と思われる胴部

や底部片も多数出土している。また、南東部の上器

溜りからは握り拳程度の焼土塊も土器片と共に多く

出土した。この焼土塊の胎土は、共に出土した土器

の胎土より精良である。

他に、擦石などの石器類も複数出上している。

一方、これら遺物が出土した層では炭集積が検出さ

れた。 I区の西部 (炭集積 1)と 北西部 (炭集積 2)

の 2箇所に存在した。炭集積 1は炭化した木材が良

好な状態で検出できた。その周囲に炭が散布してい

た。いずれも、縄文時代中期末ごるの遺構と考える。

線路西側のⅡ区では、現代の盛土層の下に粘性の

シル トが堆積し、そこから須恵器や土師器が少量出

土している。それを除去すると、 I区 と同様に砂礫
層を認めることができる。ここでも複数回に及ぶ流

水により砂礫層が形成されたことを観察できる。

この砂礫層中に弥生時代後期から古墳時代前期の

上器が多く合まれており、小型丸底壺・甕・器台な

どが出土している。いずれも土器は調査区北東端か

ら出土しており、 I区北西端からⅡ区北東端にかけ
て当該期の遺物を合んだ流路の存在が想定される。

また、砂礫の様相から南北方向の流路と考えられる。

Ⅱ区では、砂礫層以下では遺物を確認できず、部

分的に炭が集積する様相を看取できた。

まとめ

I区において縄文時代中期末の土器が一定量出土

したことは、和泉地域における縄文時代の様相を解

明する貴重な資料と考えられる。また、石器類の出

土も考えると、調査地周辺で生活が営まれた可能性

が高く、住居跡など遺構の存在が予想される。今回

の調査では、遺構を検出できなかったが、周辺での

今後の調査成果が期待される。

第23図 炭集積 1検出状況

第24図 縄文土器出土状況

-16-



た じり

田尻遺跡 (o6023)

(1)泉南藩田尻町吉見地内

(2)一般府道新家田尻線歩道設置工事

(3)関 真一

歩道設置工事が実施されることとなり、工事対象

地内に2m× 2mの トレンチを6ヶ 所設定し、遺構
や遺物を確認する調査を行った。

基本層序は、上層より現代の盛土、砂礫～シル ト

層、黄褐色の粘質シル ト層 (地山)である。
今回の調査では、3ヶ所 (胤 3、 配 4、 胤 6地点)
で遺物が出土している。遺物は全て細片で古代の須

恵器や時期は不明であるが上師器片が認められる。

遺構は、調査区の面積が狭いこともあり明確に見

出すことはできなかった。ただ、配 3地点で土坑の

一部を検出することができた。この土坑は、古代の

須恵器を含むシル ト層上面からほぼ直角に掘削さ

れ、地山である黄褐色粘質シル ト層中で底が検出さ

れている。深さは約0,8mである。

このような遺構は、田尻町教育委員会による周辺

の調査でも検出されており、いわゆる近世の粘土採

掘坑と考えられている。今回の調査でも遺構の年代

を知りうる遺物は出土しなかった。

さて、今回の調査により地山と考える土層のレベ

ルを調査地点ごとにつないでいくと、高低差の存在

が明らかとなった。

府道を挟んで位置し、直線距離では10mと 近い距

離にあるN01と N02地点を比較すると、胤 1地点で

は現地表下約2.6mま で砂層であり、地山は全く確

認できなかった。一方、lNo 2地点では現地表下約0.5

mで地山を確認できる。急激な地山の下がりから流

路方向は不明であるが、河川の存在を想定できる。

また、配 4地点と胤 3・ 胤 5地点の地山レベルを

比較すると、N04地点の地山レベルが約 lm低い。
ここでも、地山が低い箇所には、砂礫層が堆積して

おり、埋没した河川の存在が想定される。その場合、

想定される河川は府道に直行して流れていたと考え

ることができる。

今回の調査地は南東から北西の海側ヘー直線に走

る道に沿っており、当初地山は海側へ向かって緩や

かにレベルを減じているものと思われたが、調査に

より複数の流路と起伏のある地形が復元される。

No4

hlo 4地点

I盛土
2:暗灰褐色土 (耕作土)
3:灰褐色砂礫層
4,黄褐色シル ト層 (地山)

No 5地 点

r盛土
2:灰褐色砂層
3:責褐色砂層
4:灰 自褐色砂礫混 じリシル ト層 (地山)0              1m

浄優目梱雹薙警ラルや越
質シルト層 I      I

第26図 土層図
(レベルは吉見交差点を10.Omと した仮ベンチマークである)

No5

1

2

3

4

5

ヽ

第25図 調査地点位置図 (S=1/40,000)
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あゆかわ

鮎川・ミクリ遺跡 (o6024)

(1)高槻市西町地内

(2)都市計画道路富田目垣線整備事業

(3)井西貴子

はじめに 今年度の調査は昨年度 (′島飼八町富田線

の鮎川交差点の北側 。鮎川遺跡)の北側に位置する。

東西約200m間、未買収地を映し7箇所に分けて調

査を実施した。調査区全体での基本層序はほぼ同じ

堆積状況を示している。第 6層上面で足跡と大畦畔

(C区 )を確認した。部分的に実施した下層確認では、

第 6層下面から下に灰色砂層 (約50cm)、 淡黄色砂

層 (約 40cm)、 灰色粘質土から粘土(層厚不明)が確

認された。

基本層序

①第 1層 旧耕土。調査区ほぼ全域で確認される。
標高5。 8～5.9m。 層厚 0。 1～ 0.4m。 土師器・須恵器・

青磁碗・染付などが出土した。開発以前の耕作土で

ある。

②第 2層 耕作土。調査区全域で確認される。標高
5,3～ 5.6m。 調査区によっては上面に鉄分が沈着し

ている層でさらに分層できる。土器は小片であるが、

弥生土器 。上師器・須恵器・瓦器・瓦質土器 。磁

器・陶器・昭和の陶器などが出土した。暗青褐色粘

質土。

③第 3層 耕作土。標高5,0～ 5.3m。 調査区によっ
てはさらに細分される。中世の遺物を包含する。近

現代の遺物の出土はない。暗青灰色粘質土。

④第4層 包含層。標高4.8～5.lm。灰黄褐色粘質土。

奈良時代から平安時代までの遺物を包含する。

③第 5層 古墳時代包含層。褐灰色砂質土+鉄分含
む。

⑥第 6層 水田層。調査区全域で確認される。標高
4,6～5,lm。 層厚0.1～ 0。 4m。 庄内～布留式期の遺

物が出土した。オリーブ褐色粘土。古墳時代前半の

遺物を包含する。C区では、上面で足跡 (人・動物)、

大畦畔を検出した。

⑦遺構埋土

まとめ

2年度にわたって実施された調査である。

調査区は南北に長い範囲で トレンチ調査。いくつ

かの調査区で旧流路が北西から南東にかけて流れて

いたことが確認された。基本層序でも記してきたが、

最下層は砂層堆積であり、弥生時代中期の段階では

ほぼ調査区全域が流路であった可能性が指摘され

る。古墳時代初頭から前期にかけては粘質土が確認

され、上面で足跡・畦畔を確認したので水田であっ

たと考えられる。奈良時代から平安時代にかけては

再び調査区によって砂層堆積が確認されるので、安

定した状況ではない。その後中世以降は客土も含め、

幾度かの耕作が確認される。昨年度調査区南端では

耕作土層と同位層と認識できる層上面で柱穴が確認

されており、集落は南に広がると推定される。

第27図 調査区位置図
-130600

|

第28図 基本層序模式図
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おおまち

大町遺跡 (o6031)

(1)岸和田市大町地内

(2)府営岸和田大町住宅建替え

(3)上林史郎

|よ じめに

本遺跡は、岸和田市の市街地のほぼ中央にある。

今年度の調査区は、奈良時代の高僧行基が築造し

たと伝えられる久米田池より流下する天ノ川の両岸

に位置する。平成15～ 16年度に実施された第 1期住

宅建替えに伴う調査区の西側にもあたっている。調

査は、住宅内の新設道路に伴う調査区(1区・ 2区 )
と住宅建設に伴う調査区(3区)を対象とし、平成 18

年10月 から平成19年 2月末日までの間に実施 した。

調査面積は1,840ポ をはかる。

調査の成果

遺構では、弥生中期中葉の河川、弥生後期後葉の

河川、鎌倉～南北朝時代の石組及び木組の井戸、土

器溜まり、土坑などが検出されている。遺物では、

鎌倉～南北朝時代の瓦・土釜・瓦器・土師器を中心

にコンテナ約40箱が出上している。

遺構の時期は、弥生時代と鎌倉～南北朝時代に大

分される。ここでは主要な遺構について述べよう。

弥生中期中葉の河川  3区 の弥生後期遺構面の空
測終了後、調査区中央に長さ35m、 幅 3m、 深さ0.7

mの トレンチを設定したところ、下層で弥生中期中

葉の土器や自然木を含む河川堆積層を確認 した。

ベース面は完全な砂礫層である。これらの状況から、

弥生後期の河川の下層に、その規模はわからないが、

さらに大規模な河川の存在が推定されよう。

河川50  3区 の東端で検出された弥生後期の河
川である。西南から東北へ弧状にめぐる。その規模

は、長さ20m以上、幅 3m、 深 さ0.6mを はかり、

断面はU字状を呈する。埋土は黄粘混じりの暗青灰

色粘質土である。出土遺物は概ね少ないが、弥生後

期後葉のタタキをもつ甕などが出上している。この

河川は、本調査区の東側に位置する平成16年度 1区

の河道 3に接続するものと考えられる。

木組井戸047  2区の中央やや東寄りで検出され
た。上部の構造は、一辺0.6mの範囲に杭や板を打

ち込んで方形枠をつくり、それを横板で留めたもの

と考えられる。下部は、径0.45mと 0.35mの 二つの

底の無い曲物桶を入れ子にし、外側を幅0。 lmの曲

物板で五段にわたって留めたものである。構築時期

は、出土遺物から14世紀前半頃と考えられる。

石組井戸048  2区のほぼ中央北端で検出された。
掘方は、径2.05m、 深さ1.6mを はかり、断面は逆

台形を呈する。掘方の周囲には、検出面から1.3m

の深さまで、人頭大や拳大の河原石を巧みに貼り付

け、石組を構築していた。なお、石組は控え積みが

無く、一重である。石組の下部には、一辺0.5m前

後の長方形板を四方に組んで貯水槽としている。な

お、井戸内部の内法が狭く、かつ湧水が激しいため、

層位的発掘はできなかった。ただ、埋土内より、釣

瓶に使用したと考えられる径0.18m前後の曲物桶の

/″

な         主坑 032

木組井戸 047

0                     10m

第29図  2区遺構図
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一部や、漆器椀、瓦器、青磁などが出土している。

それらから、本井戸の廃絶時期は、14世紀前半頃と

考えられる。

土坑32  2区の石組井戸48の西側で検出された。
大部分が調査区外にあたるため、全形やその規模は

わからない。検出した規模は、長さ8m以上、幅2.5
m以上、深さ1.lm以上である。断面は逆台形を呈し、

平面形はおそらく隅丸方形を呈するものと考えられ

る。埋土内からは、コンテナ20箱に及ぶ瓦などが出

土している。埋上の堆積状況をみると、徐々に埋まっ

たものではなく、一気に埋め立てられた様相を呈す

る。

こういった多量の瓦の出土や、石組井戸・木組井

戸などの存在から考えると、大規模なものではない

が、本調査区の近接した場所に中世の寺院(坊院)が

存在したかもしれない。なお、瓦の中には、蓮華文

の軒丸瓦瓦当も出上しており、寺院が平安時代後葉

まで遡る可能性もあろう。

第30図  木組井戸47(南西から)

0               0 5m

―

第33図 木組井戸47側面図

0                  0 5m

―第34図  石組井戸48平面図・側面図

″／

第31図  石組井戸48上面(南から)

第32図 石組井戸48側面 (南西から)
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きゅう ふ ちよう

旧府庁跡 (o6037)

(1)大阪市西区江之子島

(2)旧大阪府立産業技術研究所大阪本所土壌改良工事

(3)辻本 武

調査に至る経過

大阪市西区江之子島に所在した旧大阪府立産業技

術総合研究所は和泉市に移転し、その跡地において

2006年度に土壌改良工事が施工された。その際に煉

瓦構造物の発見が通報された。

この場所はかつての大阪府庁合跡で、その建物は

明治 7年 (1874)に完成し、大正15年 (1926)に現

在の中央区大手前に移転するまでの間、地方行政の

中心として機能した。さらにその後は大阪府工業奨

励館として利用され、昭和20年 (1945)の大阪空襲

により焼失した。

発見された構造物は煉瓦の壁体で、この府庁舎建

物基礎の可能性が高いと考えられた。しかしそれは

工事に伴い撤去されることとされていたので、工事

関係者の協力を得て緊急調査を行なった。またあわ

せて建物全体の基礎遺構の残存状況を調べるために

試掘 トレンチを設定するとともに、工事によって出

土した遺物の一部を採集した。

検出した遺構

Att GoL。 -1.2mほ どの深さで煉瓦壁体が発見さ

れたので、その周辺を掘削して全体を検出した。土

壌改良工事による矢板打設のために一部破壊されて

いたが、残る壁体の遺存状況は良好であった。幅0.5

～0。 7m、 高さ1.0～ 1.3m、 延長は東西 7m、 その

西端で北へ直角に曲がって lm伸びるもので、建物
の南西コーナー部分と判断された。

煉瓦壁体の横幅 (厚み)は、南西コーナーより4

mの位置より西では0,7m、 東では0.55mの違いと

なり、平面の形状では段となる。この位置は間仕切

り設置地点に相当するので、内側の部屋の仕切りに

よって外面壁体の横幅を変えたものと思われる。

またこの内側の部屋については、床面のレベルお

よび防水工事が丁寧に施されている点から、地下室

と考えられる。記録によれば旧府庁合は当初「三階

建」で、地下室は記されていない。しかし大正5年

(1916)増築後と思われる図には「地階」があるので、

今回検出した遺構はこの時のものと考えられる。

壁体の最下段の二段分に明治中期以降に出現する

とされる赤褐色の煉瓦が使用され、そこから上には

主として明治前期までの製作とされる黄色みのある

煉瓦が積まれていることが判明した。そのなかに「授

産所」刻F「煉瓦が含まれている。

Btt B区では建物の南東コーナーと考えられる煉
瓦壁体が発見された。これはA区の南西コーナーに

対応するものと判断された。これによって旧府庁舎

建物の南側外面の長さは44.7mであることが判明し

た。内法で24間 (43.6m)の 設計であったと思われ

る。

Ctt C区 では当初の府庁舎建物に伴うと考えられ
る石灰コンクリート布基礎を検出した。基礎の幅は

1,5m前後、厚さ0.6mである。この下からは建物建

設以前の近世遺構が観察された。

D tt D区 は正面中央部に右翼部が取 り付くコー

ナーの想定される地点である。その結果、平面的に

はクランク状に曲がる煉瓦壁体を検出した。

Ett E区では石灰コンクリート布基礎と、その上
面に据えられた御影石切石を検出した。これは当初

建物に伴う基礎と考えられる。

第35図 旧府庁舎 (増築後)平面図・検出遺構位置

第36図  A区建物基礎煉瓦壁体 (南から)

-21-



府道春木岸和田線試掘調査 (o6039)

(1)岸和田市三ヶ山町

(2)一般府道春木岸和田線道路改良工事

(3)藤澤員依

交通道路室道路整備課からの依頼により平成18年

10月 30日 ～■月10日 に現地試掘調査を行った。調査

対象範囲は道路幅20m、 延長約600mの範囲である。

道路中心線上に幅 lmの トレンチを7ヶ 所設定し
た。

1・ 7ト レンチは道路を横断するように伸びる尾

根上に設定し、 2～ 6ト レンチは山の斜面に縦断方

向に設定した。谷部は人間が立つだけでも沈み込む

ような湿地であったため設定しなかった。 トレンチ
の延長は約450mである。表土・竹の根等を除去す

ると僅かな堆積土があり、砂や粘上の地山が現れた。

遺構はまったく確認できず、遺物も出土しなかった。

第 5 トレンチ

第38図 調査区配置図

第 2 トレンチ

第 3ト

第39図 断面模式図
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廃喝城機山 寺 (o6049)

(1)南河内郡河南町大字山城

(2)府営ため池整備事業 (山城新池)

(3)小山田宏一

はじめに

山城新池のため池整備事業 (堤 。洪水吐改修)に
先立ち、その北堤が山城廃寺の遺跡範囲にはいるの

で、堤法裾に1.5× 2.Omの調査 トレンチ (1～ 4)

を設定して確認調査を実施した。

山城廃寺と山城新池

山城廃寺 (河南町山城字宮ノ前)は、河南台地を

刻み北流する東条川と梅川に挟まれた段丘面にあ

り、白鳳の寺院跡として周知がはかられている。遺

跡範囲は南北500m、 東西300mで、方格に濃い網を

掛けた範囲は藤澤一夫氏の推定した伽藍域である。

推定伽藍域の東には降幡神社跡があり、昭和 7・ 8

年頃の社殿改築時に、奈良県川原寺や和泉市池田寺

出土品に類似する軒丸瓦が採集されている。神社跡

の西方には礎石が残されていたが、現在は町内の施

設で保管されている。今回確認調査を実施した山城

新池の北堤は、この山城廃寺の南端にあたる。

遺跡の所在する山城、別井、寺田地区は、千早川

灌漑域の流末にあたり畑田三郷と呼ばれるほど水不

足に悩まされた地域で、17世紀以降にために池の築

造が始まる。周辺ため池で、山城新池は2番 目に新

しく、明治29(1913)年の築造である。西の古池、

東の今池は谷口を塞き止めるダム式のため池だが、

山城新池は池内から採取した砂礫土を四周に積み堤

を造る皿池である。

調査成果

堤盛土直下に耕土層があり、耕土層を除去すると

地山面が現れ、調査区 1・ 2で東西方向の溝、調査

区 3・ 4で柱穴の存在を確認した。

調査区 3・ 4区の柱京は密集していて、あわせて

H基を数える。付近に建物があったことは間違いな
い。検出面の標高は67.5m。 柱穴は平面形や埋土の

特徴から2群 (A・ Bとする。)に 区分することが

できる。A群は隅丸方形で、埋土に地山土がブロッ
ク状に混じる。調査区 4では120× 75cmの大形柱京

を確認している。 B群は円形で、20～ 50cmの規模に

まとまる。出土遺物は奈良時代から平安時代の須恵

器・土師器が多く、遺構の年代は古代におさまると

判断している。

まとめ

山城廃寺との関係は不明だが、遺跡範囲の南端に

古代の建物群が存在していたことを明らかにした。

!零

第40図 遺跡位置図

第41図 調査地点位置図

第42図 山城新池北堤
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噂
陵西遺跡 (o6052)

(1)堺市堺区中安井町3-4-1
(2)泉北府税事務所エレベータ設置工事

(3)西日陽一

tよ じめtこ

今回の調査は、大阪府総務部税務室税政課による

泉北府税事務所エレベータ設置工事に伴う発掘調査

である。面積は、幅 3m長さ5mの 15∬である。
調査結果

調査区は、フェニックス通りに面した府税事務所

の玄関西側の建物に接した部分である。建物から 1

m部分は、過去の工事で破壊されていた。

標高 6mの現地表面から40cm下までは、新盛土層
で、その下に旧の耕土層・床土層が残っていた。そ

の下に、厚さ5～ 10cmの遺物包含層があり、コンテ

ナ 1箱の量の奈良時代の土師器 (杯・杯蓋・高杯・

甕など)、 須恵器 (杯・甕・釣鐘形イイダコ壺など)

と少量の鎌倉時代の瓦器椀・土師器小皿、古墳中期

の須恵器杯蓋などが出土した。

検出された遺構は、後世のかく乱が多かったが土

坑 3基、ピット5個、溝 1条であった。遺構の切り

合いから、溝はピットより古いものであった。溝や

土坑、ピット3か らは奈良時代の土器が出土し、ピッ

ト2の底からは鎌倉時代の瓦器椀片が出土した。

ピット3やピット4の大きさは、一辺50cm程の方

形で、深さは12～ 25cmであった。ピット1や ピット

5は、共に楕円形で、長さ40cm、 幅25～ 30cm、 深さ

7～28cmであった。ピット2は、長さ75cm、 幅50cm、

深さ22cmであった。

土坑は、 3基が東西に並んで隣接して検出され、

楕円形で、幅60～ 70cm、 長さ80～ 120cm以上、深さ

23～ 42cmであった。溝は、東西方向に直線的に検出

され、長さ3m、 幅1.4m以上、深さ30cmであった。

埋土は暗灰褐色粘質土層で、礫や土器が多数包含さ

れていた。埋土の状況からすると、水が頻繁に流れ

ていたような溝ではなかった。地山は、淡灰黄色の

砂礫層であった。

まとめ

陵西遺跡は、古墳時代の玉造遺跡として著名で

あったが、今回の調査で、奈良時代の遺構・遺物が

発見され、奈良時代の集落遺跡であることが分って

きた。地表下60cmに遺構が良好に残っているので、

今後とも綿密な調査が必要である。

第44図 調査状況 (東から)

第43図 調査区位置図
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第45図 平面図・断面図



災跡α土寸
均嗅いｆボ■
(06057)

(1)和泉市府中町 4丁 目

(2)都市計画道路大阪岸和田南海線整備事業

(3)藤澤員依

交通道路室街路課からの依頼により平成19年 1月 9

日～ 2月 16日 に確認調査を行った。調査対象範囲は

道路幅20m、 延長約120mの範囲である。道路用地

両端に幅 lmの トレンチを6ヶ 所設定し、延長160
mを調査した。

調査地内の耕作土は大部分が除去されていた。 1
トレンチでの基本層序は①灰黒色土 (耕作土)0.05

m、 ②黄灰色粘土 (床土)0.lm、 ③灰色±0。 lm、

④茶褐色±0.15m、 ⑤灰褐色粘±0.05m、 ⑥灰褐色

砂礫0.4m以上となっている。③灰褐色砂礫上面は

南に向かって緩やかな起伏を繰り返し下がる。 5ト

レンチでは⑥灰褐色砂礫上面で土器溜とピット、⑤

灰褐色粘土上面で溝を検出した。土器溜からは図示

した庄内式並行期の上器が多量に出土した。特に器

台はあまり見かけないものである。出土遺物はコン

テナに3箱出土した。 調査地位置図

第47図  出土遺物実測図
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しまいずみみなみ

島泉南遺跡 (o6058)

(1)羽曳野市島泉 1丁 目

(2)一般府道島泉伊賀線交通安全施設等整備事業

(3)小山田宏一

はじめに

近鉄南大阪線高鷲駅西側踏切の北側に、長さ19m、

幅 2～ 3mの調査区を設定した。
調査成果

現代の盛土と中世 。近世の耕土層を除去した地山

(黄橙色粘土)面で遺構を検出した。地山面は標高
26.4～ 25,8m、 南から北に向かって緩やかに下る。

古墳時代と古代末～中世の二時期の遺構がある。古

墳時代の遺構はアミをかけた溝である。他の遺構は

古代末～中世である。

古墳時代の溝は、全長10m以上、幅0.5～ lm、

調査区内で北端を確認している。溝内の北と南には

土坑状のくぼみがあり、その間の一段高くなったと

ころから須恵器・土師器の土器群を検出した。大半

が完形で、土師器には小形直口壺 1、 大形複合口縁

壷 1、 甕 2、 高邦 1、 須恵器には高郭 2、 郭身10、

堺蓋 2がある。須恵器は0.6× 0.4mと いう狭い範囲

に、上記の個体が集積していた。須恵器はT K216

型式併行で、一括性が高い。

古代末～中世の遺構は、柱穴と土坑である。柱穴

は調査区の北と中央にまとまるが、建物を復元する

にはいたっていない。柱穴の年代は、瓦器を基準に

すれば■・12世紀頃に中心がありそうである。柱の

抜き取り跡には、土師器小皿を納めている例がある。

調査区南端の土坑からは黒色土器、瓦器、土釜、平

瓦、白磁等が出土した。

まとめ

古墳時代中期と古代末～中世の遺構を検出した。

古代末～中世の遺構群は、遺跡周辺における中世的

開発の開始年代を考察する資料になる。

ヾく続
比

第48図 調査区位置図

/
第50図 遺構図
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せん り おか

千里丘遺跡群 (o6061)

(1)禄津市千里丘 1丁 目

(2)都市計画道路千里丘三島線道路改良事業

(3)小川裕見子

|よ じめに とは異なり、正東西南北方向に、ほぼ沿った方向に

平成17年度より継続して、 」R千里丘駅の東西を  ある。
つなぐ小坪井架道橋の拡幅工事が行われている。平   古代の遺構面においては、調査区西半のやや高い
成17年度は、当該道路の北側、 」R線路西脇を200 部分では、遺構は削平されており、東半において、
∬に渡って調査し、中世を中心に、耕作の痕跡と柱  鋤溝群と隅丸方形を主とする柱穴群を検出した。
穴、それらに伴う遺物を確認した。また、縄文時代   出土遺物は多くはないが、中世の遺構面を中心に、
のものと見られる地層より130点余りのサヌカイ ト  陶磁器・瓦器・土師器・須恵器片、古代の遺構面か
製石器の集積を検出した。平成18年度は、17年度調  らは主に土師器の細片が出土した。
査区の西側に隣接する178∬の調査を行った。

調査の概要

調査はさらに下層まで継続して行ったが、平成17

年度調査に見られたような、サヌカイト片、及びそ

最も遺構が集中していたのは平成17年度の調査同  れに伴うと見られる遺構は検出されなかった。
様、中世の遺構面であった。地山が北東から南西に  まとめ
かけて上昇し、傾斜地から平坦な面を獲得するため、  平成18年度調査の結果、遺跡の範囲は、平成17年
中世の耕作面は、わずかにレベルの異なる3区画に 度調査の結果を受けて千里丘 1丁 目遺跡第 2地点と
分けることができた。それぞれに、ほぼ地山の傾斜  されている範囲を超えて、さらに西へ広がることが
と同じ北東から南西方向に走る鋤溝群と円形の柱穴  わかった。
群を検出した。鋤溝群は一番西側の微高地の区画に

おいて、他区画と比べ東西方向優位にわずかに振れ

る。掘立柱建物が5棟存在した可能性があり、主軸

は鋤溝群とほぼ平行にある。うち1棟は、前述の調

査区北西隅にあたる微高地にあり、この 1棟のみ他

第52図  中世遺構面平面図

8 千里丘東 2丁 目遺跡
13 千里丘東 3丁 目遺跡
20 千里丘 2丁 目遺跡
202千里丘 2丁 目遺跡第 2地点

第53図 調査区金景第51図  調査区位置図
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【資料紹介】

高槻住宅 (北園遺跡)。 高槻芝生住宅試掘調査

はじめに

高槻市北園町所在府営高槻住宅、芝生町所在高槻

芝生住宅の建替工事に伴い、建替予定地内に各々3

箇所 。7箇所の トレンチを設定し、平成16年 7月下

旬から8月 にかけて、試掘調査を行った。調査担当

は一瀬和夫である。

高槻住宅試掘調査 (04020)
高槻住宅内の試掘 トレンチでは、遺構・遺物の検

出 。出土があった。

A8では土師器を含む中世包含層を0.P.+7.9m
付近で検出した。A6では古代の土師器が0,P.+
7.85m付近で出土した。A7では、古代の落ち込み
を0,P.+8.15m付 近で検出した。下層では弥生時代

のピット・落ち込み・溝を0,P,+8.05m付 近で検出

した (第59図 )。 図面の遺物 2～ 7はすべて土層断面

図14付近、A6ト レンチのマンガン粒を多く含む黒
灰色ブロック土を含む淡茶灰色シル ト層から出上し

たものである。

この試掘調査の結果を受けて、当該予定地は平成

16年度新規発見遺跡、北園遺跡とされた。

高槻芝生住宅試掘調査 (04021)
高槻芝生住宅 Hlt掘調査では、遺構・遺物の検出・

出土は多少は見られたが、高槻住宅試掘調査ほど顕

著でなかった。

遺構が検出されたのはA4・ A5ト レンチの二箇
所における畦畔と足跡のみであった。 (第 60図 は土

層断面図のA5ト レンチ25上層。)遺物はAlト レ
ンチToP,+4,6m付近の赤・黒色粒含む灰色粘質シ

ル トより弥生土器片、Blト レンチToP。 +4.Om付

近の赤色粒を多く含む明灰色粘土より須恵器片等が

出土したがいずれも磨耗した細片で図化し得るもの

はなかった。

第57図 7が唯一図化し得た遺物であった。上層よ

り出土した青磁であるが、攪拌を受けた層からの出

上である。

この試掘調査の結果、高槻芝生住宅内の 7箇所の

試掘 トレンチでは、遺構・遺物の検出 。出土は多少

みられたが、周知の遺跡とはされていない。遺構 。

遺物が存在する可能性のある地層の深度が深いた

め、工事掘削深度が遺構 。遺物の深度に到達しない

場合は、慎重工事との判断をくだした。

0

第54図 高槻住宅 (北園遺跡)試掘調査区位置図

歯 中
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第55図 高槻芝生住宅試掘調査区位置図
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第60図 高槻芝生住宅試掘調査 A5ト レンチ



【資料紹介】

旧府庁跡出土の刻印資料

「授産所」刻F口煉瓦

「阪府 授産所」と刻印された煉瓦は、平成18年
度旧府庁跡調査A区で検出された煉瓦壁体のうち、

下から八段目の位置で発見された。表面が黄色味を

おびた赤褐色を呈し、そして小口面に刻印されてい

るところから、明治時代初期頃に生産された煉瓦と

推測された。

「阪府」は当時の通例で右から横書きされている。

そしてこれが「大阪府」の略であることは容易に推

定できる。従ってこの「授産所」は大阪府の官営授

産所であり、当該煉瓦は明治初期の救済福祉行政に

関係する遺物であると判断された。

『明治大正 大阪市史』等の文献には、大阪府は
発足当初の明治元年より救済事業を開始したことが

記録されており、授産所と煉瓦に関係するところに

ついては下記年表のようにまとめてみた。それによ

れば、明治 5年 (1872)1月 に清水谷にあった大貧

院を「授産所」と改称して煉瓦製造を教授し、同年

8月 に難波新地に「出張授産所」を設置して煉瓦や

陶磁器製造の教授および賃金を与えて入所者に従事

させ、雪 6年 8月 にこれらの授産所を廃止したとさ

れている。「従事」の表現からすると、煉瓦は授産

第5表 大阪府救済事業史 「授産所」関係年表

所のうちでも出張授産所で生産されたと考えられよ

う。従って難波新地に所在した出張授産所が、明治

5年 8月から翌年 8月 までの 1年間に煉瓦製造 。出

荷を行なった可能性が非常に高いといえる。

旧府庁舎の完成は明治 7年であり、また出張授産

所とは直線距離で約 3kmの位置であることから、
当授産所で製造された煉瓦が府庁合建築に使われた

ものと判断できる。今回の刻印煉瓦発見はこれを裏

付けるものである。

以上より府庁合建物の煉瓦供給元の一つが出張授

産所であったことは確実であるう。そしてこの資料

第61図  「授産所」刻F口煉瓦

年  次 救 済 事 業

明治元年11月 (1868) ・観寡孤独 (寡婦や孤児・孤老など身寄りのない人たち)貧窮廃疾 (極貧や障害者)のために「漸
4111場」を清水谷 (現在の天王寺区)に設置。

4年 4月 (1871) ・救tlll場廃止。
5月 。同所に「大貧院|を創設。

10月 ・粉河町 (現在の中央区)に 「貧院分局J設置。
5隼 1月 (1872) 。大貧院を「授産所」と改称。織物、裁縫、習字、養蚕、紡績、挽物、煉瓦、苗木栽培、養豚、

藁細工等々の授産および教授。

5月 ・貧陽分局に「救助場Jを 開設。廃疾貧困者の救済。救貧と授産を分離。
8月 。「出張授産所」を難波新地 (現在の中央区)に設置。煉瓦や陶器製造の教授および賃金を与えて

従事させる。

6年 8月 (1873) 授産所を廃上して同所に「第一勧業場」を設置。織物、H西、裁縫、煉瓦製造、紙漉、養蚕等々
を教授。
出張授産所を改称して「第二勧業場」。
平野町 (現在の中央区)に 「第二勧業場Jを設置。養蚕、メリヤス製造を教授。

10月 。第一 。第二勧業場を民間に払下げ。第二勧業場は煉瓦製造等を継続。

11年 3月 (1878) 。第二勧業場を民間に払下げ。

14隼 6月 (1881) ・救助場を廃止。民間の救貧施設に移る。

第 6表 大阪府救済事業史 各設置場所での変遷
明治元～ 4午
(1868～ 71)

4年
(1871)

5年
(1872)

6年 8月
(1873)

6年 10月
(1873)

11宥F
(1878)

14年

(1881)

清水谷 (天王寺区) 救4111場 大貧院 授産所 第一勧業場 払下げ

粉河町 (中央区) 貧院分局 救助場 廃止

難波新地 (中央区) 出張授産所 第二勧業場 払下げ

平野町 (中央区) 第二勧業場 払下げ
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は大阪における福祉事業史研究にとって貴重なもの

となる。

なお煉瓦製造は出張授産所廃止後の「第二勧業場」

においても継続している。ここで製造された煉瓦も

府庁舎建築に供給された可能性を考えることができ

るが、今回の調査では確認できなかった。

社印刻印煉瓦

当該地の上壌改良工事中において、大阪窯業、岸

和田煉瓦、堺煉瓦の各会社の社印の刻印を有する煉

瓦を採集した。そのうちの大阪窯業の刻印煉瓦には

「子」字が付随していた。この会社の煉瓦には社印

にカタカナー字の刻印を伴うものが多いので、この

「子」は「ネ」と読んだものと思われる。

他には製造所不明の「+」 刻F日がある。

「三石□□株式会社」刻F口耐火煉瓦

全体に白色を呈する耐火煉瓦で、その平の面中央

大阪窯業 S=4/5

の維方向に「M三 二石□□□……」の刻印がある。
「M」 はローマ字ではなく山形で、「M三」で一つの
マークとなる。「式會」と読める部分があるので、「三

石煉瓦株式會社」ではないかと考えられる。この会

社は耐火煉瓦製造で有名で、明治25年に岡山県備前

市三石で創業され、現在に至っている。

他に耐火煉瓦では「CTK SK32」 「OYT
SK34」 の刻印を持つものと「□K□ =9
28」 の印字の持つものを採集した。

「住田真十郎」刻F口瓦

工事中に採集した井戸瓦である。府庁合に伴う遺

物かどうか不明であるが、小口面に「瓦師 住田真
十郎」と刻印されている。これと同じ刻印は、近在

では住友銅吹所跡の発掘調査で出土している。今の

ところ、この人物については不詳である。

堺煉瓦 S=4/5

第62図  煉瓦刻印拓本

煉瓦刻印各種       「三石□□株式会社」

第63図 刻印写真
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―  平成18年度普及啓発
1.普及・広報事業
1-1.研 究会・検討会
■研究会
。第53回大阪府埋蔵文化財研究会

「ここまでわかった大阪の中世―近年の調査例を

中心に一」

日時 2006年 9月 30日 (土 )

会場 :大阪府教育委員会文化財調査事務所講義室

・第54回大阪府埋蔵文化財研究会

「近年の調査成果から」

日時 2007年 3月 24日 (上 )

会場 :大阪府教育委員会文化財調査事務所講義室

・第24回出土木器研究会

日時 2007年 3月 3日 (土 )

会場 :大阪府教育委員会文化財調査事務所講義室

■調査等スライド検討会
。第 1回検討会 2006年 5月 10日 (水 )

「塚廻り古墳の調査」枡本 哲
。第2回検討会 2006年 6月 14日 (水 )

「能勢の考古学 (最近の知見から)」 辻本 武
。第 3回検討会 2006年 7月 12日 (水 )

「府中遺跡の発掘調査」藤澤真依
。第 4回検討会 2006年 9月 13日 (水 )
「蔀屋北遺跡F調査区 古墳時代中・後期遺構
面の調査」岡田 賢
。第5回検討会 2006年 10月 11日 (水 )
「千里丘遺跡群の発掘調査について」

小川裕見子

・第6回検討会 2006年 11月 8日 (水 )

「平成17・ 18年度桜井駅跡の発掘調査について」

一瀬和夫
。第 7回検討会 2006年 12月 13日 (水 )

「余部日置荘」阿部幸一
。第 8回検討会 2007年 1月 10日 (水 )

「総持寺遺跡の変遷」奥 和之
。第 9回検討会  2007年 2月 14日 (水 )
「韓国における水利技術について」河ヽ山田宏一

。第10回検討会 2007年 3月 14日 (水 )

「縄文土器における特徴的胎土―角閃石を含む

土器、結晶片岩を含む土器に突ついて一」

河本純一

1-2。 発掘調査の現地説明会
。桑原遺跡 (茨木市)

日時 2006年 4月 22日 (上 )

参加者数 :約900人

広報事業及び資料  ―
・蔀屋北遺跡 (四條畷市)

日時 2006年 8月 12日 (土 )

参加者数 :約300人

・招提中町遺跡 (枚方市)

日時 2006年 12月 23日 (土 )

参加者数 :約80人

第64図 蔀屋北遺跡現地説明会

1-3.博 物館実習
2006年 8月 9日 (水)～ 12日 (土 )、 16日 (水 )

(計 5日 間)

博物館実習生 (立命館大学生 1人)を受け入れ指

導した。

1-4.所 蔵資料の展示
a.府立泉北考古資料館
■速報展

発掘調査と遺物整理事業などの成果をいち早く公

開するために「速報展」を開催した。
。第31回 「祈りの上器一祭祀に用いた品―」

会 期 :2006年 3月 9日 (水)～ 6月 4日 (日 )
展示品 :墨書人面上器 7点 (萱振遺跡 。東郷遺

跡・成法寺遺跡)、 木製仮面 1点 (尾道

遺跡)、 人形 6点 (西大井遺跡 。河合遺

跡)、 斎申4点 (総持寺遺跡・万崎池遺

跡)、 土馬 5点 (福井遺跡・船橋遺跡)、

ミニチュア土器 3点 (河合遺跡)、 舟形

木製品2点 (蔀屋北遺跡・はさみ山遺跡)

卜骨 2点 (蔀屋北遺跡)、 鳥形木製品 (讃

良郡条里遺跡)、 シカの線刻をもつ 1点

土器 (甲田南遺跡)      計32点
■企画展示

所蔵する出土遺物の中から、特定のテーマによる

企画展示をおこなった。
。第 1回 「出土品に登場する生き物 動物編」
会 期 :2006年 6月 7日 (水)～ 11月 5日 (日 )
展示品 :二神三獣鏡 1点 (馬子塚古墳)、 捩文
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第65図  出土品に登場する生き物 動物編

鏡 1点 (玉手山10号墳 )、 須恵器獣脚付

有蓋壺 1点 (菅生出土)、 鬼瓦 2点 (新

堂廃寺 )、 シカが描かれた土器 1点 (甲

田南遺跡)、 鳥形木製品 1点 (雁屋遺跡)、

鶏形埴輪 1点 (青山 4号墳 )、 瑞花双鴛

鵞文八稜鏡 2点 (大園遺跡)、 馬形埴輪

1点 (青山 4号墳)・ ウマの下顎骨・歯

1点 (蔀屋北遺跡)・ 土馬 4点 (陶邑窯

跡群・福井遺跡・船橋遺跡 。国府遺跡)

計16点

・第 2回 「出土品に登場する生き物 植物編」
会 期 :2006年■月 8日 (水 )

～2007年 6月 3日 (日 )

展示品 :ヒ ョウタン3点・木の葉の痕跡のある

土師器甕 2点 (蔀屋北遺跡)、 木の葉の

圧痕を付けた土師器椀 1点 (讃良郡条里

遺跡)、 水辺水草蝶′亀文鏡 1点・桜花双

鳥文鏡 1点・瑞花鴛鵞文八稜鏡 1点 。青

白磁菊花形合子 2点 (箕面経塚)、 柄鏡

1点 (堺環濠都市遺跡)、 金箔押瓦 2点 (大

坂城跡 )、 軒丸瓦 5点 。軒平瓦 1点 (新

堂廃寺)、 軒丸瓦 2点 (海会寺)、 軒丸瓦

4点 。軒平瓦 3点 (信太寺跡 )、 軒丸瓦

2点 (百済寺跡) 計31点

■優品展

「大阪博物場」(1875/明治 8年)に設置)が収集した

陶磁を「府立大阪博物場旧蔵優品展」シリーズとし

て公開した。

。第 8回 「京焼の名工」

会 期 :2006年 4月 6日 (水)～ 7月 9日 (日 )

展示品 :染付駿馬文菱水指 (奥田頴川)、 黄交

趾五霊文急須 (高橋道八)、 刷毛目芋頭

急須 (高橋道八)、 紫交趾牡丹唐草文鉢 (永

楽保全)、 黄交趾梅唐草文三足香炉 (永

楽保全)、 青交趾兎牡丹唐草文銀頭蒸 (永

楽保全) 計 6点
。第 9回 「南海陶磁」

会 期 :2006年 7月 12日 (水)～ 10月 8日 (日 )

展示品 :安南焼青花山水文壺、安南焼青花人物

文茶碗、南蛮ハンネラ焼締叩文壺

計 3点
。第10回 「大阪の陶磁 I湊焼」

会 期 :2006年10月 11日 (水 )
～2007年 1月 7日 (日 )

展示品 :黄釉手桶形水指、黄釉土瓶、飴釉四方

水注、黄釉牡丹文皿 計 4点
。第11回「大阪の陶磁Ⅱ古曽部焼・吉向焼」

会 期 :2007年 1月 10日 (水)～ 3月 11日 (日 )
展示品 :古曽部焼褐釉印花水屋壺、吉向焼黄褐

釉亀置物、吉向焼紫釉土風炉  計 3点
。第12回 「大阪の陶磁Ⅲ難波焼・松斎焼」

会 期 :2007年 3月 14日 (水)～ 5月 6日 (日 )
展示品 :難波焼銹絵切落手四方向付 2回、難波

焼褐釉犬香炉、松斎焼白釉平茶碗計 4点

艦 I  湊  焼

'書

極Ⅱ  ::|1瞥::|!|;ξ

;響昭
■府庁別館

府庁別館ロビー (1階・ 8階)に 出土遺物を展示
した。

。「文様の世界一雁屋遺跡出上の弥生土器―」

(1階 )
。「総持寺古墳群―太田茶臼山古墳を中心とする

在地有力者層の古墳群―」 (8階 )

会 期 :2006年 2月 15日 (水)～ 8月 10日 (木 )
展示品 (1階):文様のある弥生土器重・甕 。高

杯 。鉢 。手焙形土器・器台 (雁屋遺跡)

計9点

生とπ

'F物

希「/

X
t
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展示品 (8階):紡錘車 1点、須恵器杯蓋・壷・

高杯など5点、馬形埴輪 3点、鶏形埴輪

1点、家形埴輪 2点 (総持寺古墳 )、 円

筒埴輪 4点 (太田茶臼山古墳)

計16点

。「文字 。もじ。モジ」展 (1階・ 8階 )

会 期 :2006年 8月 11日 (金 )
～2007年 2月 23日 (金 )

展示品 :墨書人面土器 2点 (東郷遺跡・成法寺

遺跡)・ 墨書土器10点 (長曽根遺跡・正

法寺 。大里遺跡・野間遺跡・池田西遺

跡 )、 箆書土器・刻印土器 8点 (陶器遺

跡 。大庭北遺跡 。総持寺遺跡 )、 文字瓦

7点 (池 田寺跡・大坂城跡・菱木下遺

跡 。新堂廃寺・信太寺跡)

計27点

。「土器 。どき。ドキ」展 (1階 。8階 )

会 期 :2007年 2月 26日 (月 )

～2007年 8月 15日 (水 )

展示品 :須恵器杯蓋 2・ 杯身 2・ 有蓋高杯 2・

高杯蓋 1。無蓋高杯 1・ はそう1・甕 1点・樽

型・はそう 1・ 甑 1点・重 1・ 把手付椀

2。 把手付壷 1・ 蓋 1(深田橋遺跡)

2.資料件数

2-1.出土資料 (整理箱数 )
■泉北考古資料館 (堺市南区若松台)  10,750箱
■泉北収蔵庫 (高石市綾園 4丁目)   34,438箱
■大井収蔵庫 (藤井寺市西大井)    12,580箱
■外環高架下収蔵庫 (藤井寺市西古室) 7,490箱
■志紀収蔵庫 (八尾市志紀町西)    3,090箱
■北部収蔵庫 (摂津市鳥飼中)     3,090箱
■東大阪文化財収蔵庫 (東大阪長田東)73,650箱
■文化財調査事務所 (堺市南区竹城台) 9,410箱

合計 154,530箱

4,837ケ ース

7,225ケ ース

2,71011

725云氣

2-2.民俗資料
■文化財調査事務所

・谷国家資料
。上辻家資料

・守田コレクション

。上平家資料

・畑野家資料

・三宅家資料
。大恩寺資料

・前西家資料

2-3.写真・図面その他の資料
■文化財調査事務所
。図面資料
。写真資料

・台帳
。パネル

2-4.図書
■文化財調査事務所
。図書

平成18年度大阪府教育委員会文化財保護課干J行物一覧

点

点

点

点

点

括

括

件

２２

‐３

２０

１５

６

一

一

２

36,82011

大阪府埋蔵文化財調査報告

2006-1 『野端遺跡』
2006-2 『大町遺跡』
2006-3 『平尾遺跡』
2006-4 『西大井遺跡』
2006-5 『総持寺遺跡Ⅱ』
2006-6 『禁野本町遺跡』
2006-7 『寺田遺跡』

概要報告

『陶器遺跡・陶器千塚・陶器南遺跡』

『平石遺跡発掘調査概要・ I』

『蔀屋北遺跡発掘調査概要・Ⅵ』

『桜井駅跡発掘調査概要』

『加美 。久宝寺遺跡発掘調査概要』

『大阪府教育委員会文化財調査事務所年報 10』

普及啓発資料

『国重要文化財指定記念 修羅』
文化財あれこれブックレット胤 2
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計17点

第66図 土器 。どき。ドキ展 (8階ロビー)



実物資料・複製資料長期貸出

申 請 者

平成18年度資料貸出 。掲載閲覧事業一覧

遺  跡 資 料 内 容・点 数 目的 (展示内容等)

1 国立歴史民俗博物館 池上曽根遺跡  石庖丁 3 計 3点 総合展示「稲と倭人」

2 九州国立博物館 陶邑窯跡群
野々井遺跡
深田橋遺跡

須恵器杯身 6・ 杯蓋 5・ はそう 1・ 短頸壺 2・ 無蓋高杯 1杯蓋 2・ 杯身 常設展・文化交流展示
3・ 有蓋高杯 3・ 台付長頸壺 1・ 高杯蓋 1す り鉢 1・ 把手付椀 1・ 小型壺 「海の道、アジアの路」)
1・ はそう1                           計29点

3 大阪府立狭山池博物館 池尻城跡    冑金刊
大和川今池遺跡 鋤 1

常設展「中世の土地開
計 2点 発と狭山池」

4 大阪府立女性総合センター 大坂城跡
(ドーンセンター)

美濃焼小鉢 1・ 天目茶碗 1・ 鉄釉丸椀 1・ 鉄釉皿 2・ 灰釉折縁皿 1・ 灰釉 常設展示 (リ フレッ
菊皿 1・ 灰釉皿 1・ 志野向付 1・ 皿 1・ 中国製白磁 1・ 青花皿 1・ ベ トナ シュコーナー)
ム製色絵皿 1・ 金箔瓦 4 計17点

5 大阪府立西成高等学校 喜志遺跡
八尾南遺跡
萱振遺跡
崇禅寺遺跡
陶器南遺跡

弥生土器輩¬
土師器直口壷 2・ 小形丸底壷 1・ 高杯 1・ 台付蓋 1
土師器奎 1
須恵器杯身 1・ 有蓋高杯蓋 3・ 有蓋高杯身 3・ はそう 1・ 壷 1
須恵器片コンテナ 1箱

計16点・コンテナ 1箱 (須恵器片)

授業・展示

6 大阪府立大手前高等学校 大坂城跡 金箔丸瓦 1・ 飾瓦 1・ 軒平瓦 1
1・ 須恵器短頸重 1・ 分銅 1・
1・ 鍔 1・ 第 1

・文字入り平瓦 1・ 軒丸瓦 1・ 天目茶碗 授業・展示
白磁香炉 刊・美濃水滴 1・ 鳥文青花大皿

計13点

7 大阪府立三国丘高等学校 向泉寺跡 軒丸瓦10・ 軒平瓦 8・ 斧瓦 3・ 雁振瓦 1
1・ 土師質羽金 1・ 陶磁器 5・ 硯 1

・瓦器椀 7・ 土師皿11・ すり鉢 授業・展示
計48点

8 大阪府立茨田高等学校 攻田安田遺跡 弥生土器壺 2、 須恵器杯 5・ 高杯 3・ 碗 1・ 甕 4・ こね鉢 1・ その他 1、  授業・展示
韓式系土器奎 1、 上師器壷 3・ 秦 2・ 高杯 3・ 碗 1・ 皿 4、 瓦器碗31・ 皿
1・ 火鉢 1,金 1、 磁器碗 1、 砥石 1、 下駄 2、 箸 2、 人形首 1、 土錘 1、
キセル 1、 加工骨 1 計76点

9 大阪府立四条畷高等学校  更良岡山遺跡
雁屋追跡

円筒埴輪 3、 須恵器短頸壺 1・ 養 1・ 提瓶 司              授業・展示
弥生土器壷 7・ 長頸壺 1・ 無頸重 1・ 無頸壼蓋 1・ 鉢 3・ 鉢蓋 1・ 甕 7・
台付鉢 2・ 台付嚢 1・ 器合 3・ 高杯 3・ 手焙り形土器 2、 黒色土器椀 1、
土師器重 2、 須恵器平瓶 1・ 無蓋高杯 1・ 蓋杯蓋 1・ 蓋杯杯身2・ はそう
1・ 壺 1、 砥石 4、 石鏃 5 計57点

10 大阪府立八尾北高等学校 萱振遺跡 弥生土器壺 1・ 長頸壼 1・ 無頸 1・ 壼蓋 1、
1・ 高杯蓋 1・ 杯身 1・ 杯蓋 1・ はそう 1、
玉4,紡錘車 2、 臼玉 8

土師器壷 1、 須恵器有蓋高杯 授業 ,展示
円筒埴輪 1・ 蓋形埴輪 6、 勾

計31点

11 能勢町歴史資料室 上椿追跡
尾道遺跡
九ノ坪遺跡
大里遺跡

須恵器甕 1
須恵器杯身 1・ 杯蓋 2・ 円画硯 1、 上師器高杯 可
黒色土器椀 2、 土師器小皿 3
弥生土器片 1・ 甕 3・ 無頸壷 1・ 鉢 1・ 蓋 呵・高杯 1、 土師器壺 1・ 甕
3・ 器台 1・ 杯 2～ 須恵器杯 2・ 輩 3、 石庖丁 4・ 石斧 3・ 石錘 1・ 石鏃
7                              計46点

能勢町歴史資料室 (能
勢町ふるさと会館内)
常設展示

12 豊能町立郷上資料館 余野城跡 瓦器椀 7・ 瓦器片20、 土師皿 4、 須恵器片 3、 砥石司 計35点 豊能町立郷土資料館常
設展示

13 吹田市立博物館 吉志部瓦窯 軒丸瓦 1、 平瓦 1、 緑釉陶器片 2、 緑釉瓦片 6、 窯道具 6 常設展示「桓武朝平安
計16点 宮瓦窯」

14 藤井寺市立図書館 三ツ塚古墳 小型修羅 1計 1点 図書館展示室常設展示

15 堺市立みはら歴史博物館 余部遺跡 瓦器椀27・ 皿 6、 土師器皿 1、 瓦質羽釜 1
子 1、 青銅製品 2、 鉄塊系遺物 7、 砥石 7

鋳型片29、 輔羽口18、 鉄製刀 常設展示「河内鋳物師」
計99点

16 太子町立竹内街道歴史資料 伽山古墓
館

銀製帯金具 (レ プリカ)一式 常設展示 (第 2展示室)

17 池上曽根弥生学習館 地上曽根遺跡  炭化米 (No 286)1ケース 常設展示

18 和泉市いずみの国歴史館 府中遺跡
坂本寺跡
大園遺跡
池田寺跡
信太寺跡
和泉寺跡
池上曽根遺跡

弥生土器高杯 1・ 壷 7・ 甕 2・ 蛉壺形上器 2
軒丸瓦 6・ 軒平瓦 5
有舌尖頭器 2、 子持勾玉 2、 滑石製勾玉 1・ 紡錘車 1
文字瓦 6、 軒丸瓦 8、 軒平瓦¬、石製巡方 1
平瓦 (人物画像)1・ 文字瓦 4、 軒丸瓦 1、 軒平瓦 1
平瓦 2・ 軒平瓦 1・ 軒丸瓦 3
弥生上器嚢 1・ 水差形土器 1・ 高杯 3・ 鉢 3・ 壺 7、 木製品高杯 1・ 把手
付鉢 1・ 鉢司・斧の柄 1・ 布巻具 (経巻具)1・ 用途不明品 1・ 小型四脚
付盤 2・ 臼 1・ 杓子 2・ 鍬 3・ 讐 5・ 石錘 2・ 大型石庖T2・ 環状石斧
2・ 石斧 9・ 石槍 9・ 投弾 3・ ヒスイ勾玉 1・ 管玉 5・ ガラス片 3、 イノ
ンシの下顎骨 1・ 鹿角 1・ 骨製ヤス 2・ 骨器未製品 5・ 銅鏃 2・ 八稜鏡 1

計141点

常設展示

19 サイエンス・サテライト 三軒屋遺跡   縄文土器¬
池上曽根遺跡  弥生土器 1

常設展示「くらしの中
計 2点 の放射線利用」

20 吉志部神社 吉志部瓦窯
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軒丸瓦 1、 軒平瓦¬、緑釉瓦片 2、 トチン2 計 6点 社務所玄関ロビーに展
不



実物資料短期貸出

貸出先 (申請者) 遺跡 資料名/点数 展覧会名称等

1 大阪府立弥生文化博物館 雁屋遺跡 人物・シャーマンを描いた甕 1 春季特別展「弥生画帖一弥生人
が描いた世界一」

2 大阪府立近つ飛鳥博杉館 新堂廃寺

信太寺跡

人物戯画瓦 1

人物戯画平瓦 1
春季特別展「古代の工房一豊な
る都・寺のきらめき―」

3 泉佐野市教育委員会 長滝7号墳 須恵器杯蓋 4・ 杯身 5・ 壺 2・ 提瓶 1、 土師器壷 1 新修泉佐野市史発刊記念陳列 I
「泉佐野の考古学」

4 大阪府立近つ飛鳥博物館 三ツ塚古墳   小修羅 1
津堂城山古墳  埴輪 2
応神陵古墳   埴輪 2
大田茶口山古墳 埴輪 1

秋季特別展「修羅」重要文化財

指定記念「応神大王の時代―河

内政権の幕開け―」

5 和泉市久保惣記念美術館 池上曽根遺跡  台付無頸壷1 特別展「和泉を彩る文化財―和

泉の文化財と東洋美術の名品
―」

6 大阪府立狭山池博物館 西大井遺跡
萱振追跡

木製人方形 1

墨書人面土器 1
特別展「水にうつる願い」

7 大阪府立弥生文化博物館 池上曽根遺跡  弥生土器 2、 ヒスイ勾玉 1 秋季特別展「弥生人躍動す一池
上曽根と吉野ケ里―」

8 (財 )大阪府文化財センター 蔀屋北遺跡
(財)大阪市文化財協会
大阪歴史博物館

砥石 1・ 韓式系土器瓶 1・ 蓋 1・ 平底鉢 1・ 観 1、製塩土器 3、

ふいごの羽口 1、 鉱滓 3、 移動式竃 1、 木製輪鐙 1、 鉄製由刀

子 1、 U字型板状土製品 1

重要調査に関わるシンポジウム
「古墳時代に生きた渡来人の軌
跡―長原遺跡・蔀屋北遺跡・上

私部遺跡を中心に一」

9 大阪府立近つ飛鳥博物館 蔀屋北遺跡

讃良郡条里遺跡
韓式系土器壼 1・ 甕 1・ 平底鉢 1～ 須恵器はそう (木栓付)1・
高杯 2、 土師器二口かまど 1・ 煙突 1・ なべ 1、 U字型板状土
製品 1、 鉄製直刃鎌 2・ 刀子 1・ 釣針 2・ 鉄鏃 2、 卜骨 1、 木
製たたり 1・ 刀形 刊・えぷり司・木鐘 1・ 模型杓子 1・ 横槌
1・ 琴柱 1・ 輪鐙 1・ 櫂 1・ 船形 1・ 船 2、鍛冶関連椀形滓 2、

製塩土器 6、 製塩土器片―式・紡錘車 9、 石製勾玉 (未製品含

む)7・ 管玉 (未製品含む)7・ 口玉 9・ 有孔円板14・ 砥石 2、
ガラスエ12(以上、蔀屋北遺跡)須恵器はそう2(1点 は木栓
付)、 陶質上器無蓋高杯 1・ 甕 1～ 製塩上器 5、 上師器甑 1、

木製剣 1・ 柄 1・ 指揮棒 1・ コモゲタ 1・ ツチノコ 1・ 杵 1・

機織具 1・ 盤 2・ 鞍 1(以上、護良郡条里追跡)

発掘された日本列島2006地域展
「河内湖周辺に定着した渡来人
-5世紀の渡来人の足跡―」

10 摂津市教育委員会 千里丘遺跡群  陶磁器 8・ 瓦器 9・ 須恵器 6・ 土師器 5・ 瓦 4・ 石器接合資料
22

摂津市内出土遺物展示「摂津市
から石器が出上・千里丘陵の縄
文文化」

11 滋賀県立安上城考古博物館 木の本遺跡 縄文～弥生土器 5・ 木製鍬未製品 2・ 木製鋤 (未製品を含む)
2・ 木製斧柄 (未製品を含む)4・ 石庖丁 5・ 多頭石斧 1・ 独
鈷石 1

春季特別展「縄文から弥生ヘー

農耕社会の形成と実年代―」

12 大阪府立弥生文化博物館 雁屋遺跡

木の本遺跡

銅鏃4
木製飾り弓 1

春季特別展「稲作とともに伝
わつた武器」

13(財)大阪府文化財センター  四ツ池遺跡
木の本追跡

古室遺跡

蔀屋北遺跡

讃良郡条里遺跡

東奈良遺跡

儀杖状木製品 1

馬鍬 1・ 飾り弓 1・ 台付槽 1

鉄斧 1

横鍬 1

把頭 1・ 鞍 1・ 刀形 1・ 槽 2・ 皿 1・ 帯軸 1・ 地機径巻具 1

机脚部 1

小型杵 1

(財 )大阪府文化財センター小
テーマ展示シリーバここまでわ
かった考古学「出土木器が語る

考古学―弥生時代・古墳時代の

諸様相―」

14 大阪府立近つ飛鳥博物館 衣縫廃寺
お亀石古墳

鳥坂寺跡
田辺廃寺
土師寺跡

河内国分寺
正法寺跡

信太寺跡

龍泉寺

新堂廃寺

軒丸瓦 1・ 軒平瓦 1                    春季特別展「河内古代寺院巡礼」
平瓦 1

軒丸瓦 8・ 軒平瓦 3・ 鴎尾 2・ 戯画平瓦 1・ 文字平瓦 1

金銅製品 7・ せん仏 2・ 三彩火舎 1

軒丸瓦 1

軒丸瓦 1

軒丸瓦 4・ 軒平瓦 2・ 相輪破片 1

軒丸瓦5'軒平瓦 2・ 墨書土器 1
軒丸瓦 4・ 軒平瓦 1・ 刻印瓦 1

軒丸瓦 1

軒丸瓦 3・ 軒平瓦 2・ 垂木先瓦 2・ 鴫尾 1・ 鴫尾片 1・ 鰻頭金

物形土製品 1・ せん仏 1・ 鬼瓦 1・ 須恵器7,上師器 4・ 文字
瓦 1

15 大阪府立近つ飛鳥博物館 蔀屋北遺跡 ウマ上顎骨 1
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模型 (常設展示資料)製作



資料撮影、写真・図面等貸出 日掲載

撮影

依頼者    掲載  種類     遺跡
貸出

資料内容/点数 目的/掲載誌

1 大阪市立大学     掲載 図面    池田寺跡     軒丸瓦9 軒平瓦 1
信太寺跡     軒丸瓦6 軒平瓦 1
秦廃寺      軒丸瓦4 軒平瓦 3

「和泉地域の軒瓦と吉代寺院」
『和泉市史紀要』第9集

2 大阪府立弥生文化博物 貸出 写真原板力 雁屋遺跡     人物・シャーマンを描いた養 1
館         掲載 ラー

春季特別展「弥生画帖―弥生

人が描いた世界一」

3 大阪府立近つ飛鳥博物 撮影 写真    新堂廃寺     人物戯画瓦 1
館          掲載       信太寺跡     人物戯画平瓦 1

春季特別展「古代の工房一豊

なる都・寺のきらめき―」

4 (株 )学生社     掲載 図画    摩湯山古墳    墳丘測量図 1(『大阪府史跡名勝天然記念物調査 『古墳時代の工権と軍事』
報告』第3報 )

5 泉佐野市教育委員会  掲載 写真    長滝7号墳    遺物出土状況 1(『三軒屋遺跡発掘調査概要』 I)新修泉佐野市史発刊記念陳列
I「泉佐野の考古学」

6 (株)雄山閣     掲載 写真    書上山首墳    人物埴輪 1(『古墳時代の研究』第9巻)    『古墳時代を考える』

7 (株)新人物往来社  掲載 写真    桑原遺跡     遺跡航空写真 1(文化財保護課ホームページ)  『月刊歴史読本』2006年 8月 号
横穴式石室と墳丘 1(文化財保護課ホームページ)

8 富田林市教育委員会  貸出 図面    新堂廃寺     航空写真測量図 1、 測量成果簿 1、 航空写真・垂 整備事業の資料収集
写真原板力          直 1、 航空写真・斜め 3

フ
~

9 ディスカバリーチャン 掲載 写真    ―須賀首墳群   金銅製鳳文環頭大刀・環頭部 1
ネル

テレビ番組「古代の日本」の

プロモーション

10 枚方市中央図書館   掲載 写真    招堤中町遺跡   弥生時代中期方形周溝墓 1、 石庖丁・集合 1(『招 『楽しく学ぶ枚方の歴史』
堤中町遺跡』2001-1)

11(株)新泉社     掲載 写真    陶邑窯跡群    陶邑窯跡群関連写真50 『陶邑遺跡群』

12 個人 掲載 写真    陶邑窯跡群    陶邑窯跡群出土須恵器・集合 1 『新聞赤旗』学芸コラム

13 富田林市教育委員会  貸出 写真原板力 新堂廃寺     航空写真・斜め 3               整備事業の資料収集

フ~

14(社 )藤井寺青年会議 掲載 写真    三ツ塚古墳    修羅出上状況 1(藤井寺市広報撮影)      しゆら基金助成金交付応募要
所 項の表紙

15 大阪府立近つ飛鳥博物 貸出 写真原板力 三ツ塚古墳    修羅出上状況4                秋季特別展「修羅」重要文化

館          掲載 ラー    津堂城山古墳   埴輪集合 1                  財指定記念「応神大王の時代

応神陵古墳    埴輪集合 1、 埴輪外面拡大 1          -河 内政権の幕開け―」
大田茶臼山古墳  埴輪 1

16 和泉市久保惣記念美術 撮影 写真    池上曽根遺跡   台付無頸壷1                  特別展「和泉を彩る文化財一

館         掲載 和泉の文化財と東洋美術の名

品―」

17 和泉市教育委員会   貸出 写真原板力 池上曽根遺跡   発掘調査風景3                『不口泉市50年のあゆみ』

掲載 ラー

18 堺市市長       撮影 ビデオ   陶邑窯跡群    泉北考古資料館展示品
掲載

堺観光PRビデオ制作

19 大阪府立狭山池博物館 撮影 写真    西大井遺跡    木製人方形1                  特別展「水にうつる願い」

掲載       萱振遺跡     昌書人面上器1

20 社団法人橿原考古学協 掲載 写真図面  長持山古墳    墳丘・石室等10(『大阪府史跡名勝天然記念物調 『ロマイン・ヒッチコックー
会                   工手安福寺横穴  査報告』第5報)               滞日ニカ年の足跡』

道明寺千塚の露出 壁画実測図 1(『大阪府文化財調査概要1972年度―
石室など     I』 )

21(財 )大阪府文化財セ 貸出 写真原板力 蔀屋北遺跡    SK940馬 全身骨格の出土状況 1          重要調査に関わるシンポジウ
ンター        掲載 ラー             蔀屋北遺跡調査区全景 1            ム「古墳時代に生きた渡来人

(『蔀屋北遺跡発掘調査概要』 I)        の軌跡一長原遺跡・蔀屋北遺
跡・上私部遺跡を中心に一」

22 大阪府立弥生文化博物 撮影 写真    池上曽根遺跡   弥生上器壺2                 秋季特別展「弥生人躍動す―

館          貸出 写真原板カ          ヒスイ勾玉 1(撮影なし)           池上曽根と吉野ケ里一」
掲載 ラー
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23(株)新人物往来社 写真原板力 蔀屋北遺跡
フ
~

出

載

貸

掲
木製鞍 1 『月刊歴史読本』2006年 12月号

24 個人 出

載

貸

掲
写真モノク 河内飛鳥寺
ロ

塔心礎 1 「河内御嶺山古墳と河内飛鳥

寺」『大阪府立近つ飛鳥博物

館館報』11

25 大阪歴史博物館 写真モノク 田辺廃寺
口

出

載

貸

掲
東塔跡 7 特別展「煉瓦のまちタイルの

まち」

26 個人 掲載 写真 東奈良遺跡

茨田安田遺跡

木偶頭部 1

木偶頭部 1
『日本操り人形史―形態変
遷・操法技術史―』

27 藤井寺市総務部 掲載 写真 三ツ塚首墳 大小修羅出土状況1 「私のまちのPR」『自治大阪』
2006年 10月号

28(財 )大阪府文化財セ 掲載 写真
ンター

堂山 1号墳 須恵器器台1 重要調査に関わるシンボジウ
ム「古墳時代に生きた渡来人

の軌跡一長原遺跡・蔀屋北遺

跡・上私部遺跡を中心に一」

29 木簡学会 掲載 写真 萱振遺跡 木簡 2 「2005年 全国出土木筒大阪・

萱振遺跡」『木簡研究』第28

号

30 藤井寺市総務部 掲載 写真 三ツ塚古墳 大修羅出上状況1 『市制施行40周年記念誌』

31 個人 掲載 写真 平尾遺跡 発掘調査状況 1

硯・腰帯飾 珂
『新聞赤旗』学芸コラム

32(財 )長浜曳山文化協 掲載 写真 大坂城跡 検地枡 1 「北近江―豊・千代博覧会」

33 学研文化社 掲載 写真 蔀屋北遺跡 U字形板状土製品刊 『栄山江流域古墳上器研究』

34 大阪府立近つ飛鳥博物
館

撮影 写真
掲載

蔀屋北遺跡

讃良郡条里遺跡

韓式系土器菫 1・ 甕 1・ 平底鉢 1、 須恵器はそう

(木栓付)1・ 高杯 2、 土師器ニロかまど 1・ 煙
突 1・ なべ 1、 U字形板状上製品 1、 鉄製直刃鎌
2・ 刀子 1・ 釣針 2・ 鉄鏃 2、 卜骨 1、 木製たた
り1・ 刀形 1・ えぶり1・ 木錘 1・ 模型杓子¬・

横槌 1・ 零柱 司・輪鐙 1・ 櫂 刊・船形 1・ 船 2、

鍛冶関連椀形滓 2、 製塩土器 6、 製塩土器片―式・

紡錘車 9、 石製勾玉 (未製品含む)7・ 管玉 (未
製品含む)7・ 白玉9'有孔円板14・ 砥石 2、 ガ
ラス玉12(以上蔀屋北遺跡)須恵器はそう2・ 無
蓋高杯 1・ 蓋 1、 製塩上器 5、 土師器甑 1、 木製

剣 1・ 柄 1・ 指揮棒 可・コモゲタ 1・ ツチノコ

1・ 梓 1・ 機織具 1・ 盤 1・ 鞍 1

発掘された日本列島2006地域

展「河内湖周辺に定着した渡

来人-5世紀の渡来人の足跡
―」

35 大阪府立近つ飛鳥博物 貸出 写真原板カ
館         掲載 ラー

蔀屋北遺跡

讃良郡条里遺跡

U字形板状土製品司・韓式系土器重 1・ 輪鐙 1・
遺跡金景 2・ 鞍 1・ 鑢鐙 1・ 大溝出土遺物 (集合)
1・

発掘された日本列島2006地域

展「河内湖周辺に定着した渡

来人-5世紀の渡来人の足跡
―」

36(株)吉川弘文館 貸出 写真原板力 深田橋遺跡
掲載 ラー

須恵器把手付壼 『歴史考古学辞典』

37 摂津市教育委員会 貸出 写真原板力 千里丘遺跡群
掲載 ラー

調査区全景 2、 第 1遺構面検出状況他 3、 縄文土

器出土状況他 5
摂津市内出土遺物展示「摂津

市から石器が出上・千里丘陵

の縄文文化」

38 個人 掲載 写真 蔀屋北遺跡 遺跡航空写真 1、 堅穴住居跡検出状況他遺構写真
4、 木製輸鐙 1・ 鑢鐙 1・ U字形板状土製品刊他
5

「蔀屋北遺跡の発掘調査成果
について一古墳時代を中心

に一」『まんだ』88号

39(株 )ジ ャパン通信情 貸出 写真カラー 蔀屋北遺跡
報センター      掲載

調査区全景 1、 大溝轡出上状況 1 『文化財発掘出土情報』2007年

1月号

40 大阪大谷大学 掲載 写真 新堂廃寺 垂木先瓦4(『新堂廃寺発掘調査概要』I) 「大阪府富田林に所在する一

新堂廃寺の創建の年代―」『志

学台考古一年代・産地・分析

等―』

41 藤井寺市教育委員会 掲載 写真 三ツ塚古墳

-38-

大修羅出上状況 2 市制40周年記念「巨大古墳の

時代をめぐって一修羅と水鳥

形埴輪の国重要文化財指定記

念―」



42(財 )大阪府文化財セ 貸出 写真原板力 萱振 1号墳
ンター        掲載 ラー

全景 1 調査開始25周 年記念「考古学
からわかる郷土の歴史池島・

福万寺遺跡と生駒山西麓の文

化財」

43(株 )ジ ャパン通信情 掲載 写真
報センター

桑原遺跡 遺跡航空写真 1(文化財保護課ホームページ)
横穴式石室と墳丘 1(文化財保護課ホームページ)

『文化財発掘出土情報』2007年

2月号

44「 こしの都千五百年プ 貸出
ロジェクト」実行委員 掲載
会 ,越前市教育委員会

写真原板力 蔀屋北遺跡
フ~

馬骨出土状況¬ こしの都千五百年プロジェク
ト『継体大三ロマンを語る』

45 個人 貸出 写真 はさみ山遺跡   瑞花文八花鏡 1 学術研究

46 茨木市教育委員会 掲載 写真 桑原遺跡 遺跡調査位置図、古墳群分布図ほか 5 「わがまち家木年代誌」『わが
まち茨木』14冊

47 堺市教育委員会 写真原板力 余部遺跡
フ~

出

載

貸

掲
遺跡航空写真 1・ 遺構写真 1(『 余部遺跡』『河内鋳物師の活躍を求めて』
2001-2)

48 泉大津市教育委員会  貸出
掲載

写真原板力 七の坪遺跡
フ~

遺構面全景 1・ 水田面足跡1(『七の坪遺跡発掘
調査概要』Ⅲ)

「おおつ物語続・上の中の歴

史」(4)『広報いずみおおつ』
2月号

49 滋賀県立安上城考古博
物館

写真原板モ 本の本遺跡
ノクロ

木製鰍・鋤 1・ 木製斧柄 1・ 木製鍬未製品 1・ 石

庖T出土状況 1、 弥生前期遺構面速景 1
春季特別展「縄文から弥生
ヘー農耕社会の形成と実年

代―」

出

載

貸

掲

50 人尾市教育委員会 掲載 図画写真  津堂城山古墳 石精実測図

古墳調査状況 1(『大阪府史蹟名勝天然記念物調
査報告』第 5輯 )

「心合寺山古墳の被葬者像を

考える」『八尾市文化財紀要』
12

51 大阪府立弥生文化博物 撮影 写真
館         掲載

雁屋遺跡

木の本遺跡

銅鏃 4

飾弓 1
春季特別展「稲作とともに伝
わつた武器」

52(財 )大阪府文化財セ 撮影 写真
ンター       掲載

四ツ池遺跡 儀杖状木製品司 (財 )大阪府文化財センター
小テーマ展示シリーズここま

でわかつた考古学「出土木器
が語る考古学―弥生時代・古

墳時代の諸様相一」

53 大阪府立近つ飛鳥博物 撮影 写真
館         掲載

衣縫廃寺

田辺廃寺
上師寺跡

河内回分寺

正法寺跡

信太寺跡

龍泉寺

新堂廃寺

軒丸瓦 1 軒平瓦 1
軒丸瓦 1

軒丸瓦 1

軒丸瓦4 軒平瓦 2
軒丸瓦5 軒平瓦 2
軒丸瓦4 軒平瓦可
軒丸瓦 1

軒丸瓦8 軒平瓦 3
平瓦 1

軒丸瓦 1

軒丸瓦5 軒平瓦 2
軒丸瓦 1

春季特別展「河内古代寺院巡

礼」

相輪破片 1

塁書上器 1

刻印瓦 1

鴎尾2 戯画平瓦 1 文字

塁書上器 1

54 大阪府立近つ飛鳥博物
館

写真原板力 新堂廃寺
ラー    鳥坂寺跡

お亀石古境
田辺廃寺

河内国分寺跡

鴫尾 1、 鬼瓦・文字瓦 1(掲載のみ)
金銅製品 7、 導仏 2、 三彩火舎珂

平瓦 1

東塔 1・ 西塔 1

塔跡

春季特別展「河内古代寺院巡

ネし」

出

載

貸

掲

55 八尾土木事務所 写真原板モ 大県郡条里遺跡
ノクロ

弥生上器集合 1

須恵器集合 1

瓦器・瓦質土器・上師器集合 1

調査 トレンチ全景 1

(『大県郡条里遺跡確認調査概要』20053)

広報誌「―級河川恩智川法善

寺多目的遊水地事業」

出

載

賞

掲

56 大阪歴史学会 掲載 写真 岸和田城跡 岸和田城跡発掘調査風景 4 岸和田市民歴史シンポジウ
ム・Ⅵ、大阪歴史学会見学検

討会再発見 !岸和国城・城下

町の魅カ

57(株)青本書店 掲載 写真 河内回分寺跡   軒瓦 1
応神陵古墳外堤  丸瓦 1、 軒丸瓦 1、 平瓦 1、 軒平瓦 1

「京外離宮の造営と都城制」

『都城とシンボリズム』

58 泉大津市教育委員会
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写真原板力 七の坪遺跡
フ~

発掘調査地全景 1出

載

貸

掲

「おおつ物語続・上の中の歴

史」(5)『広報いずみおおつ』
3月号



59 河内長野市教育委員会 掲載 図面    喜志遺跡     弥生上器実測図1(『喜志遺跡・東阪田遺跡発掘 文化財普及啓発本
調査概要』Ⅵ)

60 京都大学学術出版会  掲載 写真    蔀屋北遺跡    馬骨出土状況 1

資料閲覧

申請者 (所属 ) 遺跡、その他

『古代日本国家形成の考古学』

資料内容

1 韓神大学・立命館大学・京都大 蔀屋北遺跡
学大学院

土師器・韓式系土器

2 大阪大学大学院 蔀屋北遺跡 土師器・韓式系土器

3 大野城市教育委員会      陶邑窯跡群 須恵器 (泉北考古資料館・基準資料)・ 陶棺

4 大阪大学大学院 蔀屋北遺跡 土師器・韓式系土器

5 大阪市立大学・ (財 )大阪府文 馬子塚古墳       斜縁二神三獣鏡・管玉
化財センター

6 大阪府立近つ飛鳥博物館    応神陵古墳・太田茶臼山古 円筒埴輪
墳・津堂城山古墳

7 (財 )大阪府文化財センター  讃良郡条里遺跡・東奈良遺 木製剣・機織具・盤・梓など
跡・亀井遺跡・田井中遺跡

ほか

8 大阪府立狭山池博物館     西大井遺跡・讃良郡条里遺 墨書人面土器・木製船形・木製人形
跡・萱振遺跡ほか

9 同志社大学大学院       喜志遺跡 石器

10(財)大阪府文化財センター  池上曽根遺跡・野々井遺 木製品・袋状鉄斧
跡・四ツ池遺跡・桧尾塚原

古墳

11(財)大阪府文化財センター  蔀屋北遺跡        韓式系土器・須恵器・製塩土器・木製輪鐙・由刀子・ U字型板状土製
品・鉄鉱など

12 国立歴史民俗博物館      陶邑窯跡群 須恵器 (泉北考古資料館・基準資料)

13 和泉市教育委員会       池上曽根遺跡       写真 (調査風景 )

14 大手前大学史学研究所     萱振遺跡 弥生土器・土師器

15 京都大学大学院 鳳東町 4丁遺跡      縄文土器

16 韓国考古環境研究所      蔀屋北遺跡        韓式系土器・須恵器・製塩土器・木製輪鐙・曲刀子・U字型板状土製
品・鉄鉱など

17 大阪府立弥生文化博物館    池上曽根遺跡       弥生土器

18(財)大阪府文化財センター  陶邑窯跡群・堂山刊号墳  須恵器

19 京都大学大学院 讃良郡条里遺跡      機織具・梓など

20 富口林教育委員会       新堂廃寺 垂木先瓦

21 大阪府立門真西高校      雁屋遺跡 手焙形土器

22 天理大学 東郷遺跡 特殊器台

23 同志社大学大学暁       喜志遺跡・上遺跡・寛弘寺 石器
遺跡

24 同志社大学大学院       寛弘寺遺跡
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石器



25 大手前大学史学研究所 成法寺遺跡 土師器

26 富田林教育委員会 新堂廃寺 垂木先瓦

27 京都女子大学 八尾南遺跡・今池遺跡 石器

28 同志社大学大学院 寛弘寺遺跡 石器

29(財)大阪府文化財センター 萱振遺跡・崇禅寺遺跡   製塩土器

30(財)大阪府文化財センター 河内飛鳥寺 写真 (心礎 )

31 大阪府立近つ飛鳥博物館 蔀屋北遺跡・長保寺遺跡 韓式系土器・須恵器・製塩土器・ U宇型板状土製品・鉄鉱など

32(財)大阪府文化財センター 八雲遺跡 弥生土器

33 奈良大学 蔀屋北遺跡 土師器

34 奈良大学 蔀屋北遺跡 土師器

35 大阪大学大学院 安威遺跡 土師器・須恵器

36 総持寺 総持寺遺跡 軒丸瓦

35 大阪大学大学院 安威遺跡 土師器・須恵器・韓式系上器

38 韓国国立中央博物館 陶邑古窯跡群 須恵器 (泉北考古資料館・基準資料 )

39 高石市教育委員会・ (財)京都 陶邑古窯跡群
市埋蔵文化財研究所・神戸市埋

蔵文化財センターほか

須恵器 (泉北考古資料館・基準資料 )

40(財)大阪府文化財センター 大和川今池遺跡 遺構図

41 熊本大学 弁天山D2号墳・萱振 1号 家形埴輪・盾形埴輪・蓋形埴輪など
墳・土師ノ里遺跡・総持寺
23号墳・総持寺29号墳など

須恵器 (泉北考古資料館・基準資料)陶邑古窯跡群42 大手前大学・奈良大学

―
―

―

―

睦

43 香川県埋蔵文化財センター 陶邑古窯跡群 須恵器 (泉北考古資料館・基準資料 )

44 滋賀大学 香上山古墳 埴輪

45(財)大阪府文化財センター 東郷遺跡 軒丸瓦

46(財)滋賀県文化財保護協会 宇度墓古墳・西小山古墳・ 円筒埴輪
西陵吉墳

47(財)大阪府文化財センター 古室遺跡・木の本遺跡 斧柄・容器・飾弓・鍬など

48 堺市教育委員会 信太寺跡 i池田寺跡・新堂 文字瓦
廃寺

49 泉南市教育委員会 海会寺・男里遺跡 瓦・弥生土器

50 柏原市教育委員会・交野市教育 蔀屋北遺跡
委員会

鍛冶関連資料

51 大阪府立弥生文化博物館 雁屋遺跡 銅鏃

52 大阪府立弥生文化博物館 木の本遺跡・田井中遺跡・ 弓・剣形木製品

志紀遺跡

53 堺市教育委員会 信太寺跡

54 堺市教育委員会 鳥坂寺跡 文字瓦

55 大阪府立近つ飛鳥博物館 鳥坂寺跡
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軒丸瓦・軒平瓦鴫尾・文字瓦



56 滋賀県立安土城考古博物館   木の本遺跡 縄文土器・弥生土器・鋤・斧柄・石庖丁・多頭石斧・独鈷石

57(財)大阪府文化財センター   四ツ池遺跡・木の本遺跡・ 木製品
讃良郡条里遺跡・東奈良遺

跡・蔀屋北遺跡・吉室遺跡

58 京都大学 鳳東町 4丁遺跡      縄文土器

59 京都大学 鳳東町4丁遺跡      縄文土器

60 堺市教育委員会 ガラス乾板写真資料    梵鐘関係

61 奈良県立橿原考古学研究所   蔀屋北遺跡        韓式系上器・須恵器・製塩土器・木製輪鐙・由刀子・U字型板状土製
品・鉄滓など

62 栃木県立博物館・浙江省博物館 陶邑窯跡群 須恵器 (泉北考古資料館・基準資料)

63 個人 陶邑窯跡群 須恵器 (泉北考古資料館・基準資料 )

64 大阪府立近つ飛鳥博物館    蔀屋北遺跡 ウマ全身骨格出土土境遺構図・土壌樹脂製型

65(財)大阪府文化財センター  淡輪遺跡 縄文土器

66 大阪府立近つ飛鳥博物館    河内国分寺跡・龍泉寺・池 軒丸瓦・軒平瓦・鴎尾・鬼瓦・土師器・須恵器・宝輪・水煙
口寺・衣縫廃寺・鳥坂寺

跡・新堂廃寺・正法寺跡・

信太寺跡・土師寺跡・田辺

廃寺・ほか

67 寝屋川市教育委員会      蔀屋北遺跡 U字型板状土製品

68 和泉市教育委員会       観音寺遺跡 須恵器

69 高麗大学校考古環境研究所   蔀屋北遺跡・讃良郡条里遺 韓式系土器・須恵器・土師器・製塩土器・木製輪鐙・曲刀子・U字型
跡            板状土製品・鉄滓など

70 朝日カルチャー 陶邑窯跡群 須恵器 (泉北考古資料館・基準資料)

71 高麗大学校考古環境研究所   陶邑窯跡群 須恵器 (泉北考古資料館・基準資料)

72 出土木器研究会        蔀屋北遺跡・木の本遺跡・ 木製品
田井中遺跡・讃良郡条里遺
alほか

73 国立扶餘文化財研究所     部屋北遺跡・讃良郡条里遺 ガラス玉鋳型・ガラスエ
跡

74 京都橘大学 陶邑窯跡群 須恵器 (泉北考古資料館・基準資料)

75 大野城市教育委員会      陶邑窯跡群 須恵器・陶棺

76(財)中原文化財研究院    蔀屋北遺跡 韓式系土器・須恵器・土師器・など

77 福岡大学          土師の里遺跡・古室山古 埴輪
墳・美園古墳・堂山刊号墳
など

78(財 )中原文化財研究院    陶邑窯跡群 須恵器 (泉北考古資料館・基準資料 )

79 大阪府立近つ飛鳥博物館    蔀屋北遺跡 ウマ上顎骨

80 摂津市教育委員会       千里丘遺跡群       陶磁器・瓦器・須恵器・土師器・石器接合資料
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課長

参事

保存管理グループ

指定文化財グループ

調査管理グループ

分室長

玉井 功

調査第一グループ

調査第一補佐

瀬川 健

調査第ニグループ

調査第二補佐

高島 徹

【文化財保護課】
TEL 06 (6941)0351 (イモ表)

資料総括

主査 宮野淳一

調査第一総括

主査 岩崎二郎

調査第二総括

主査 西日陽一

主査 橋本高明

主査 大崎喜久雄

主査 三宅正浩

技師 藤田道子

主査

主査

技師

技師

技師

技師

技師

主査

主査

技師

技師

技師

技師

技師

技師

一瀬和夫

辻本 武

奥 和之

岩瀬 透

井西貫子

岡田 賢

小川裕見子

藤澤員依

小山田宏一

桝本 哲

上林史郎

阿部幸一

地村邦夫

杉本清美

関 真一

センター指導・調整、事業量調査等

積算及び竣工等

遺物整理、泉北考古資料館協力等

写真・保存処理、資料貸出等

遺物整理等

発掘調査・調整・指導 (豊能・三島)

発掘調査・調整・指導 (中・北河内)

発掘調査

発掘調査

発掘調査

発掘調査

発掘調査

発掘調査・調整・指導 (泉州)

発掘調査・調整・指導 (南河内)

発掘調査

発掘調査

発掘調査

発掘調査

発掘調査

発掘調査

【文化財調査事務所】
TEL 072 (291)7401
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